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六

六

(
2

)

M

a
in

19
8
1
.

E
le
m
e
n
ts
p
o
u
r
u
n
e
th
e
o
r
ie
su
is
s
e
d
e
s
d
r
o
its
f
o
n
d
a
m
e
n
t
a
u
x
.
B
e
r
n
1
9
8
3
°
〔本
稿
で
対
象

に
し
た
著
書

の
仏
語
版
〕

D
ie
G
r
u
n
d
r
e
c
h
te
d
e
r
s
ch
w
e
iz
e
r
is
c
h
e
n

B
u
n
d
e
s
v
e
r
fa
ss
u
n
g
.
B
e
r
n

19
9
1
.

本
書

は
、

ス
イ

ス
連

邦
憲

法

の
基
本

権
保

障

の
基
礎

理
論

を
扱

う
も

の
で
あ

っ
て
、
国

家
お

よ

び
法

の
秩
序

に
お
け

る
基

本

権

の
機
能

、

基

本
権

の
実

現
、

基
本

権

の
妥
当

領
域

、
基

本
権

の
制

約
、

基
本

権

の
競
合
、

お

よ
び
、

人
権

の
国

際
法

的
保

障

と

の
関

係

な

ど
を
内
容

と

し

て
い
る
。

こ
う
し

た
分
析

を
体

系
的

書
物

と
し

た
も

の
は
、

わ
が
国

で

は
数

少

な

い
。

も
と

よ
り

、

ス
イ

ス

の
基

本
権

論

と

わ
が
国

の
人

権

論
と

で
は
、
多

く

の
点

で
差
異

が

あ
る
が

、

こ
れ
を
紹

介

す

る

こ
と

は
わ

が
国

の
理
論

に
寄

与
す

る
も

の
で
あ

る
と
信

ず

る
。

訳
者

は
、

一
九

八

三
年

と
八

四
年

の
両
年

、
ベ

ル

ン
大

学

公
法

研
究

所

に
客

員

研
究
員

と

し

て
在

籍
し

、

そ

の
間

、
家

族

と

と
も

に

ス
イ

ス

に
滞
在

し

た
。

貴
重

な

日

々
で
あ

っ
た
。

そ

の
招

聰

の
労

を

と

っ
て
下
さ

っ
た

の
が
本

書

の
著
者

ミ

ュ
ラ

ー
教
授

で
あ

る
。
お

世
話
を
戴

い
た

こ
と

の
大
き

さ

に
は
比

例
す

べ
く

も
な

い
小

さ
な

訳
業

で

は
あ

る
が
、
遅

ま

き
な

が
ら

の
感
謝

の

一
端

と
し

て

こ
れ
を

捧
げ

た

い
。
本

書

の

日
本

語

訳

は
、

そ

の
滞

在

の
際

に
お
約
束

し

て

い
た
も

の

で
あ

っ
た
が
、

よ

う
や
く

今

に
な

っ
て
果

た

す

こ
と
と

な

っ
た
。
翻

訳

の
未

熟

さ
と

と
も

に
、
怠

惰

を
お

わ
び

し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

な
お
、

本

文
中

の

「

」

な

い
し

『

』

は
原

著

で

《

》
、

傍
点

(
…

)

は
原
著

で
イ

タ
リ

ッ
ク
、

ゴ
チ

ッ
ク
は
原
書

で
隔

字

体

(
ゲ

シ

ュ
ペ

ル
ト
)
、

〔

〕
内

は

訳
者

に
よ

る
補

足

で
あ

り
、

ま

た
、

"

"

は
原
著

で
は
普

通

の
地

の
文

で
あ

る
が
、

訳
者

の

判
断

で
付

し

た
も

の

で
あ
り
、

そ
し

て
、

欄
外

F
方

の

の
小

数
字

は
原

著

の
頁
数

で
あ

る
。

註

は
、

原

著

で
は
脚

註

で
あ

る
が
、
文

末
註

の
形

に
し

た
。

(
二
〇
〇

五
年

三

月

一
ヒ

日

記
)



序

言

〔著
者
に
よ
る
〕

(V)

こ
の
研
究

書

(
5
tu
d
ie
n
b
u
c
h
)

は
、

ス
イ

ス

に
お

け

る
基

く
-権
実

現

(G
r
u
n
d
r
e
c
h
t
s
v
e
r
w
ir
k
u
n
g
)

6

一
般

的

諸
問

題

に

つ
い

て

論

ず

る
も

の

で
あ

る
。

本

書

で

は
、

個

々
の
塞

本
権

に

つ
い
て

の
学

説

と
実

例

(L
e
h
r
e
a
n
d

P
r
a
x
is
)

に
か

ん
す

る
包

括

的

な
概

観

は

全

く
な

さ
れ

て
い
な

い
。

こ
の
、
個

別

基
本

権

を
検

討
す

る
課

題

は
、

出
来

得
れ

ば
、

次

の
巻

で

お

そ
ら

く

は
判

例

を

集

め

た
も

の

(F
a
llsa
m
m
lu
n
g
)
と

し

て

手

が

け
る

こ
と

に
な

ろ
う
。

そ
し

て
、

こ

の
作

品

は
、

ス
イ

ス
の
判
決

を
考

究

し

て

い
る
人
、

と
り

わ

ト

ケ

マ

テ

て

ノ

ノ

ユ

 
け

〔学

生

を
含

む

〕
研

究
者

(
GQ
t
u
d
ie
r
e
n
d
e
n
)

に
、

基

本
思

想
、

根

本

理
念

ま

た

は

教

義

的

な

〔解
釈

論

の
〕

貫

徹

の

た

め

の
提
案

を

も
、

お
よ

び
、
し

ば
し

ば
何

か
不

統

一
な
様

相

を
呈
し

て

い
る

〔裁

判
〕

実
例

の
文
脈

に
お

け

る
洞
察

を
提
供

し

よ
う

と

い
う

も

の

で
あ

る
。
本

書

は
、

〔裁
判

〕
実

例
と

の
批

判
的

な

対
話

の
書
と

し

て
受
け

と

め

て
ほ
し

い
し
、

ま

た
、

そ

の
意

味

で
、

私

の
、

『
ベ

ル

ン
法

曹
協

会
年

報
』

(Z
e
it
s
c
h
r
if
t
d
e
s
B
e
r
n
is
c
h
e
n
J
u
ris
te
n
v
e
r
e
in
s
)

に

一
九
ヒ

八
年

以
来

掲

載

の
判
例

報
　告

(R
e
c
h
t
s
p
r
e
ch
u
n
g
s
b
e
r
ich
t
)

と
関
連

し

合

っ
て
い
る
。

本
書

で
論
じ

た
問
題

を
重

視

す

る
に

つ
い
て
は
、

そ

こ
に
は
主

観
的

性
格

も
混

在

し

て
い
る
。

つ
ま

り
、
右

の
態
度

は
、

年
来

の
連
邦

裁

判

2̀
補

佐
裁

判
官

(E
r
s
a
tz
r
ic
h
te
r
d
e
s
B
u
n
d
es
g
e
r
ic
h
te
s
)

と
し

て
の
私

の
活
動

に
影

響
さ

れ

て

い
る
の

で
あ

る
が
、

同
時

に
、
本

質

的

に
は
、

人

学

で
の
教
授

(
U
n
te
r
ric
h
t
)

に
お

い
て
、

と

く

に
編
集

し
解

説

し

て
お
く

こ
と

の
必
要

性

が
明

ら

か

に

な

っ
て

い
る
問

題

設
定

(P
r
o
b
le
m
s
te
llu
n
g
)

に
よ

っ
て
決

定
さ

れ

て

い
る
。
連

邦
憲

法

の
全

面
改

正

の
た

あ

の
準

備

作
業

も
、

異

な

っ
た
形

で

で
は
あ

る

が
、
問

題
考

察

の
観
点

(P
r
o
b
le
m
s
ic
h
t
)
が
滅

失

し

て
し

ま

わ
な

い

こ
と

に
役

立

っ
て
い
る
。

本
書

は
、
科

学
的

学

説

(
w
is
s
e
n
s
c
h
a
t
lic
h
e
L
e
h
r
m
e
in
u
n
g
)

に
か

ん
し

て
包

括

的

な
検
討

を
加

え

よ
う

と

す

る
も

の

で
は

な
く

、

む
し

ろ
、

〔裁
判

〕
実

例

の
も

つ
諸

問

題
と

深

め
ら

れ

つ
つ
あ

る
大

学

に
お
け

る
教

授

の
諸

課
題

と

の
た

め

に

〔
そ
れ

ら

の
解

決

に
資

す

べ

ヨ

ル

ク

・
パ

ウ

ル

:

・・
ユ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論
』

(
一
)

六

ヒ

(
3
)



六

八

(
4

)

く
振

り
〕

向

け

ら
れ

た
も

の

で
あ
る
。

引

用

を
す

る
際

に
も

、
通

例
、

〔学

生
を

含

む
〕
研

究

者

が
把
握

可
能

で
、

ま

た
広

く
普

及

し

て

い

る
有

力
説

を
顧
慮

し

て
い
る
。

私

は
、

博

士
ヴ

ァ
ル
タ

ー

・
ケ
ー

リ

ン

(W
a
lte
r
K
a
lin
)

氏
と

博
士

シ

ュ
テ

フ

ァ
ン

・
ミ

ュ
ラ

ー

(oQ
t
e
fa
n
M
u
lle
r
)

氏

に
、

そ

の

専

門

知
識

に
も
と

つ
く

、

か

つ
大

が

か
り

な

(k
o
m
p
e
te
n
t
a
n
d
g
r
o
s
s
z
u
g
ig
)
助
力

に
対

し

て
感

謝

し

な
け
れ

ば

な
ら

な

い
。

こ
の
両

氏
と

の
対

話

は
、

本
書

の
叙

述

の
中

で
広

い
範
囲

で
刻

印
を

と
ど

め

て
い
る
。

同
時

に
、

両
氏

が
提

供

し
た
法

律
家

と
し

て

の
、

ま

た
著

述

家

と

し

て
の
、

不

可
欠

の
面

倒

な
仕

事

(K
le
一】P
a
r
b
e
it
)

に
も

、
私

は
格

別

の
謝
意

を

表

す

る
。

ス
イ

ス
国
家

基
金

(
ω
筈

≦
9
N
巴

ω
゜
7
0

N
a
tio
n
a
lfo
n
d
s
)

か

ら
、
非

常
勤

の
助

手

(T
e
ilz
e
凶け99
0Q
s
is
te
n
t
e
ris
te
lle
)
を

感
謝

す

べ
き

仕
方

で
保

障

さ
れ

た

こ
と

に
よ

っ
て
、

本

書

の
準
備

作
業

が
支

え

ら
れ

た
。
私

の
秘
書

で
あ

る

エ
ス
タ

ー

・
ヴ

ィ
‐

K

(E
s
th
e
r
W
y
s
s
)

夫
人

は
、
草

稿

か

ら
草

稿

へ
と
数

年

に
及

ん

だ
多
量

の
書

写

の
仕
事

に

つ
い
て
、

そ
の
労

苦
を

引
き

受

け
た
。

私
は
、

彼
女

に
心
か

ら
感
謝

す

る
も

の

で
あ
る
。

〔VP

 

ベ

ル

ン
、

一
九

八

二
年

一
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ヨ
ル
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パ

ウ
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・
ミ

ュ
ラ
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目

次

第

一
章

国
家

お
よ

び
法

の
秩
序

に
お

け

る
基
本

権

の
機
能

1
.
個

人

と
国
家

の
間

の
緊

張

の
場

に
お

け
る
基

本
権

1
.
人
類

学
的

(a
n
th
r
o
p
o
lo
g
is
ch
)

根
拠

づ
け

2
.
法

CR
ech
t)

6
前
提

で
あ

り
創

造
物

(S
ch
o
p
fu
n
g
)

で
あ
る

も

の
と
し

て

の
基

本
権

3
,
中

心
的

な

(z
en
tra
l)
基
本

権

に
か

ん

す
る
諸

問
題

4
.
政

治

の
手

段

で
あ
り

口
的

で
あ

る
も

の
と

し

て

の
基

本
権

5
.
客

観
的
原

則

で
あ
り

主
観

的
権

利

で
あ

る
も

の
と
し

て

の
基
本
権

6
.
基
本

権

の
私
人

間
的

(z
w
isch
en
m
en
sc
h
lich
)
側

面

に

つ
い
て

H
.
基

本

権
理
論

の
た
め

の
推
論

(F
o
lg
e
ru
n
g
)

1
.
基
本

権

の
防
御

的

(d
efen
s
iv
)
理

解

と
構
'x
的

(k
o
n
stitu
t
iv
)
理

解

2
.
右

二

つ
の
理
解

の
位

置
付

け

(S
te
lle
n
w
e
rt
)
と
境

界

3
.
「
　
度

的
」

(≫
in
stitu
tio
n
e
ll≪
)

基
本

権
理

解

の
概
念

に

つ
い
て

皿
.
国
家

の
構
成

的
要

素
と

し

て
の
碁
本

権

-

民

主
的

法
秩

序

の
必
須
物

(E
s
se
n
tia
lien
)

1
.
国
家

の
構

成
的

要
素

2
.
基
本

権

の
新

た
な
構
成

(W

eiter
b
ild
u
n
g
)

の

憲
法

制
定

者

に
よ
る

も

の

ゆ

連
邦

裁
判

所

に
よ
る

も

の

dd)cc)bb)aa)

(以

ヒ
、

本
号

)

民
主
的

・
法
治
国
家
的
お
よ
び
連
邦
国
家
的
秩
序
の
必
須
物
の
番
-G

(H
a
te
r
)
と

し
て
の
連
邦
裁
判
所

不
文
の
基
本
権

の
肯
認

連
邦
憲
法
第
四
条
の
極
限
ま
で
の
援
用

(A
u
s
sch
o
p
fu
n
g
)

連
邦
憲
法
の
不
文
の
基
本
権
と
連
邦
憲
法

一
一
三
条
の
い
う

「憲
法
上

の
権
利
」

の
概
念

3
.
権
利
実
現
の
過
程
に
お
け
る
芯
本
権
の
機
能

の

経
済
的
N
政
治
的
領
域
に
お
け
る
立
法

の
事
前
形
成

〔W〕
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ル

ク
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パ

ウ
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ミ

ュ
ラ
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『
ス

イ

ス
基

本

権

原

論
』

(
一
)

六

九

(
5

)



七

〇

(
6

)

ゆ

立

法

の
正
式

の
手
続

の

個

別
事
案

毎

の
決
定

(E
in
ze
lfa
llen
tsc
h
e
id
u
n
g
)

S
t;*
続

ω

内

容

の
統
制

ω

諸

々
の
手
続

段
階

の
相
関

的
作

用

4
.
少

数
者

の
保
護

5
.
ス
イ

ス

に
お

け

る
基

本
権

の
、

そ

の
他

の
特
殊

な
機

能

の

連

邦
国

家

の
統
d
=

(In
te
gq
r
a
tio
n
)

ω

経

済
制

度

の
保
障

第

二
章

基
本

権

の
実
現

1
.
基
本

権
を

具
体

化
す

る
必

要
性

H
.
基
本

権

の
部
分

的
内

容

1
.
基

本
権

の
、

直
接

的
請
求

の
根
拠

と
な

K
a
(d
ir
ek
t-a
n
sp
ru
ch
s
b
e
g
r
u
n
d
en
d
)
内

容

2

.
プ

ロ
グ

ラ

ム

の
層

(箕

o
σq
r
a
m
m
a
tisc
h
e
S
ch
ich
t)

3
.
単

純
な

(e
in
fa
ch
)

法
適

用

の
際

の
基

本

権

の
側
面

防
護

的

(二
雪

匹
窪
窪

α
)
作

用

皿
.
様

r
な
基

本
権

内
容

(G
ru
n
d
rec
h
ts
g
e
h
a
lt)

S
国

家
機

関

へ
の
ice
::

(Z
u
o
rd
n
u
n
gq
)

1
.
課

題

適

切
な
機

関

の
決
定

2

.
立

法

者

3
.
執

政

(R
e
g
ier
u
n
g
)
-v
行
政

(V
er
w
a
ltu
n
g
)

4

判

伊

付
説

.
権
限

あ

る
国
家

機
関

の
決

定

に
か
ん

す
る
事

例

と

し

て
の

ス
イ

ス
基
本

権

判
例

の
歴
史

W
.
基
本

権

に
淵
源

す

る
給
付

請
求

権

(
L
e
is
tu
n
g
s
a
n
sp
r
u
c
h
)
1

社
会

的
基

本
権

1
.
問

題

2
.
連
邦
裁
判
所

の
判
例

3
.
連
邦
裁
判
所
判
例

の
分
析

の

警
察
の
保
護
義
務

L粗〕



ゆ

公

共
的

理
由

の
援

用

の

給

付

の
性
格

を

も

っ
た
手
続

的

保
障

の

平

等
処

遇

の
命
令

に
淵

源

す
る

給
付
請

求
権

ω

拘

留
法

(H
a
ft
rec
h
t
)

に
お
け

る
給

付

4

.
司
法
審

査
適

合
性

〔判

定
〕

の
決

定
的

基
準

V
.
合
憲

解
釈

(V
e
rfa
s
su
n
g
s
k
o
n
fo
rm
e
A
u
s
leg
u
n
g
)

1
.
原

則

2
.
連

邦
裁

判
所

の
憲

法
裁

判
権

に
お
け

る
意

r
(B
e
d
e
u
tu
n
gq
)

の

邦

法
令

に
対

す

る
抽
象

的

規
範

統
制

ω

邦

の
個

別
的

行
為

に
対

す

る
審

査

の

連

邦
法

律

の
合
憲

解

釈

付
説

.
連

邦
参

事
会

命
令

(V
e
r
o
rd
n
u
n
g
)

に
対

す

る
適

用
事
案

に
お
け

る
審
査

3
.
憲

法

に
適
合

す

る
裁
量

権
行

使

(E
r
m
e
sse
n
s
a
u
s
u
b
u
n
g
)

班
.
基
本

権

の
第

三
者
効

力

1
.
問

題

2
.
第
三
者

効
力

説

の
論
拠

3
.
基
本
権

の
第

三
者

効
力

の
原
則
的

承

認

の

学
,,,,

(D
o
k
tr
in
)

と
憲
法

(
V
e
r
fa
s
su
n
gq
sr
ec
h
t)

ゆ

連
邦

裁
判
所

の
判

例

4
.
私
法

に
お

け
る
基

本
権

の
適

用
状

況

(A
n
w
e
n
d
u
n
g
sm
o
d
a
lita
t
)

の

直
接

的
第

三
者
効

力

か
間

接
的

第
三
者

効
力

か
?

切

区
別

す

べ
き
必

要
性

の

第
三
者

効
力

理

論
と
基

本

権

の
部
分
的

内
%G

(T
e
ilg
eh
a
lt
)

第

三
章

基

本
権

の
妥
当

領
域

に

つ
い
て

ー
.
妥

当
領
域

の
決

定

(IX)

 

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス

イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
こ

七

一

(
7

)



七

二

(
8

)

1

.
方

法
論
的

注

記

2
.
人
的
妥
当
領
域

の
確
定

-

各
論

H
.
基
本

権
制
約

の
問

題

と

の
関

連

第

四
章

基
本

権

の
制

約

1
.
法
律

上

の
根
拠

1

.
法

律
と
基

本
権

の
間

の
同

↓
化

傾
向

(K
o
n
v
er
g
e
n
z
)
と

衝
突

(凶
〇
三

=
ζ

)

2

.
基

本
権
制

約

の
た

め

の
前

提
と

し

て

の
法

律

の

基

本
権
制

約

の
際

の
法
律

の
位

置

付
け

(S
te
llen
w
e
rt
)

切

法

律

の
根

拠

の
要
請

の

個

別
事
例

劉
期器

雛

b付
説

.
慣

習

法

の

法
律

L

の
根
拠

の
要
求

に
か
ん

す

る
連
邦

裁
判
所

の
そ

の
他

の
国

法
裁

判

の
基

本
権

関
係

(G
r
u
n
d
re
ch
ts
b
e
zu
gq
①)

謝

代
表

の
'̀
'̂則

(D
e
leg
a
tio
n
s
g
r
u
n
d
sa
tze
)

纏

邦
憲
磁
第
四
条
の
分
野
に
お
け
る
ム
.法
性
の
原
理

3

.
基

本
権
保

障

の
た

め

の
法

律

の
機

能

へ
の
期

待

の

法

律

へ
の
伝
統

的

な
期
待

励

平

等

"
処

遇

す
K
a

(g
leich
b
eh
a
n
d
e
ln
d
)

法
律

の
臼

由
保
障

機

能

の
喪

　}G

(V
e
rlu
s
t)

の

個

別
事
例

毎

の
正
義

(E
in
z
e
lfa
llg
e
re
ch
t
ig
k
eit)

に
か

ん
す

る
法
律

的
規

律

の
不

可
能

性

の

判

決

の
正
確

さ

の
た
め

の
最
善

の
保
証

(G
ew
a
h
r
)
を

と
も

な

っ
た
手
続

n
.
公
共

の
利

益
と
比

例
原

則

1

.
基

本
問

題

11
利
益
衡

量

(G
u
te
ra
b
w
　
g
u
n
g
)

2
.
利

益
衡
量

の
方

法



3

.
公
共

の
利

益

の
決
定

の

祉
会

の
変

化
を

背
景

と
し

た
連

邦
裁
判

所
判

例

の
展

開

ゆ

公
共

の
利

益
を

決
定

す

る
手
続

と
基
準

の

「公

共

の
利
益

」
概

念

の
不
十

分
さ

の

妥
当

す

る
侵
害

利
益

(σq
e
lte
n
d
g
e
w
a
ch
tes
E
in
g
r
iffsin
te
res
se
)

4

.
比
例

原
則

v

　
　

　
?
":　

(s
a
ch
lic
h
e
r
G
e
h
a
lt)

ω

行
政

法

に
お
け

る
比
例

原
則

の
部

分
内
fia

(T
e
ilg
eh
a
lt
)

の

基
本

権
侵
害

の
審
査

の
際

の
比
例

原
則

蜘

出

発
点

口
基
本

権

の
保
護

領
域

の
関

係
性

(B
e
tr
o
ffen
h
e
it)

珈

基
本

権

の
比
例

原
則

審
査

の
特

殊
性

面

人
的

関
係

の
顧

慮

ω

そ

れ
自
体

は
合

憲
的

な
規

範

の
適

用

の
際

の
比

例
原

則

の
審
査

ω

比
例

原
則

と
裁

量

の

特

別

の
基
本

法

と
し

て

の
比

例
原

則
?

細

連
邦

裁
判

所

の
判
例

珈

基
本

権

の
時
{d
"
Q

C
た

(p
u
n
k
tu
e
5

性
格

か

ら
出

る
疑
念

面

一
般

的
比

例
原

則

〔の
原

理
〕

に
よ

る
恣
意

禁
止

の
限
界
付

け

曲

付
言

"
人

格
的

自
由

と

の
関
係

m
.
核

心
的
内

C

(K
e
rn
gq
e
h
a
lt)

1

,
核

心
的

内
容

の
保
障

(K
e
rn
g
e
h
a
lt
sg
a
ra
n
tie
)

5
機
能

の

歴

史
的

視
点

ω

立

法

の
制

約

の

判

決

の
制

約

2
.
核

心
的
内

容

の
確
定

の
質
の
審
査

%X)
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七

四

(
10

)

の

判

決

の
展
開

指
針

CE
n
tw
ic
k
lu
n
g
slin
ie)

切

核

心
的

内
容

の
確

定

に

つ
い
て

の
方

法

の

核

心
的

内
容

の
確

定

に
対
す

る
国
際

法

の
影
響

ω

事

例

3

.
核

心
的

内
容

の
保

障
と

い
う
開
か

れ
た

問
題

第

五
章

基
本

権

の
競

合

1
.
序

論

皿
.
競
合

問
題

解

決

の
不

可
避

性

1
.
基

本
権

の
多
様

な
機
能

2

.
基
本
権

の
多
様

な
制
約

可

能
性

3
.
時
効

の
適

用
を

受
け

ず
か

つ
不
可

譲

の
基
本

権

皿
.
課

題

口
紛
争

の
中

に
具

体
的

に
存
在

し

て

い
る
諸
利

益

の
分
析

と
評

価

1
.
具
体

的
な

紛
争

局
面

の
関

連
性

(R
ele
v
a
n
t
)

2
.
す

べ
て

の
関
連

あ

る

(r
ele
v
a
】Pけ
)
基
本

権
内

容

へ
の
顧

慮

W

.
と

く

に
連
邦

憲
法

第

四
条

の

・
他

の
基

本
権

と

の
関

係

に

つ
い

て

第

六
章

人

権

の
国
際

法
的

保
障

と

そ

の
連

邦
憲

法
上

の
基
本

権

と

の
関
係

1
.
国

際
法

に
お

け

る
人
権

1
.
国
際

的
次

元

で

の
人

権

の
法
典

化

(K
o
d
ifik
a
tio
n
)

2
.
国
際

法
的

人

権
保
障

の
固

有
性

H
.
ス
イ

ス
に
お
け

る
国
際

法
的

人
権

保
障

の
妥

当
性

1
.
判
決

に
か
ん

し

て

2
.
立
法

に
か
ん

し

て

3
.
外
交

政
策

に
お

い
て

皿
.
連

邦
憲

法

の
基

本
権

と
欧

州
人

権
保

護
条
約

(E
M

R
K
)

の
間

の
関
係

1
.
欧

州
人

権
保

護
条

約

の
憲

法

x
準

(V
e
rfa
s
su
n
g
s
ra
n
g
)

〔XI〕



2
.
欧
州
人
権
保
護
条
約

の
保
障
と
連
邦
憲
法

の
基
本
権
と
の

↓
致
?

3
.
連
邦
憲
法
と
欧
州
人
権
保
護
条
約
が
同
時

に
援
用
さ
れ
た
場
合

に
連
邦
裁
判
所

の
執
る
べ
き
措
鴛

寸

コ求

f

《蚕

事

.項

索

引

第

一
章

国
家
お
よ
び
法
の
秩
序

に
お
け
る
基
本
権
の
機
能

1
.
個
人
と
国
家
の
間
の
緊
張
の
場
に
お
け
る
基
本
権

1

.
-G
類

学

的

(a
n
th
r
o
p
o
lo
g
is
c
h
)

根

拠

づ

け

人

は
す

べ
て
の
法
規

定

の
原
因

で
あ
る
。

レ

ヒ

ト

ヘ

へ

あ

ら

ゆ

る
法

(権

利

)

の
基
礎

は
人
間

(さ

蕊

簿

)
、

生

ま
れ

に
よ

っ
て
社

会

的
位

置

(
E
in
b
e
t
tu
n
g
)

に

属

す

る
と

こ
ろ

の
、

そ

の

歴
史

的

な
具
体

的

現
象
形

態

に
お

け
る
人

間

で
あ
る
。

人
間

は
、

世
界

に
必

須

の
本
質

と
し

て
登
場

し
、

そ
し

て
、

社
会

的
必

須
性

が
、
全

き
生

に
よ

っ
て

こ
の
人

間

に
付

随

し

て
い
る
。
人

間

は
、
環

境

に
よ

っ
て
保

護
さ

れ
、

愛
護

さ
れ
、

か

つ
支

担
さ

れ

る

こ
と
を

必
要

と
し

て

い
る
。

基
本

権

は
、

こ
の

よ
う

な
社
会

的
基

本

関
係

と
結

合

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

基
本

権

は
、

次

の

こ
と

を

物

語

っ
て
い

る
。

国

家

は
、
人

間

の
中

に
そ

の
根
拠

を
有

し

て
お
り
、

ま

た
、
国

家
を

人
間

的
関

心
事

と
考

量
す

る
基
準

の
中

に
そ

の

正
当
性

の
理

由

づ
け
を
見

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

:

・・
ユ
ラ
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『
ス
イ

ス
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七

六

(
12

)

　
り
こ

出

す

の

で
あ

る
。

基

本

権

は
、

法

と

国
家

を

引
き

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

こ

ろ

の
、

人

間

に
関

係

し

た

基

本

的

要
請

(Ω
歪

ロ
早

ロ
ヨ

リ

b
e
d
u
r
fn
is
s
)

を

予
示

す

る

も

の

で
あ

る
。

基

本
権

は
、

基

本

権

が
人

間
を

生

存

へ
の
要
求

(A
n
s
p
r
u
c
h
a
u
f
E
x
is
te
n
z
)

(
生
活

へ
の

権
利

CR
e
ch
t
a
u
f
L
e
b
en
)
)

S
主
体

と

し

て
、

一
個

の
特

別
な
価

値

の
担

い
手
と

し

て
、

ま
た

法
上

の
-G

(R
e
c
h
ts
p
e
r
s
o
n
)

と
し

て

認
め

て
い
る
何
事

か

を
為

す
も

の
で
あ

る
。

個
別

の
基
本

権

は
、
歴

史

と
人

類
学

的
観

点
と

か
ら
生

じ
た
社

会
的

領

域

に
お

け
る
人

間
的

生

存

へ
の
特
別

な
侵

害

の
位

置

を

'

ま
.;;
'

-G
間

存
在

(
m
e
n
s
c
h
lic
h
e
s
D
a
s
e
in
)

C̀
、

そ

の
広

範

な
文

化
的

次

元

に
お

け

る
〔

的

(
〔
す

な
わ

ち
、
〕
芸

術
、
科

学
、

意
見

形
成

お
よ

び
意
見
流

布
)

を
も
反

映
し

て

い
る
。
右

の
事

々
と
併

せ

て
、

人
間
的

生
存

の
最

高
目
的

と

い

っ

た
最

小
限

の
前
提

に
も
言

及
さ

れ

る
。

〔2〕

 

2
.
法

(R
e
ch
t
)

S
前

提

で
あ
り

創
造
物

(oQ
。
げ
α
覧
ニ
コ
㈹
)

で
あ
る

も

の
と
し

て

の
基

本

権

基

本
権

は
、

そ

れ
が
、

そ

の
よ
う

に
、
人

間

に
と

っ
て
法

(R
e
c
h
t
)

の
基

本

(Ω
『
⊆
ロ
ユ
)

と
し

て
確
実

な

も

の

で
あ
り

う

る
限

り
、

一

　
る

　

面

で
は
、

前
国
家

的

・
超

国
家

的
性

格
を

有
し

て
お

り
、

ま
た
、

あ

ら
ゆ

る
政

治
秩
序

の
前

提

を
な

し

て
い
る
。

他
面

で
は
、

こ
れ

に
反

し

て
、
憲

法
上

の
権
利

と

し

て
の
基
本

権

は
、

政
治
的

な

・
正
当

に
結
実

さ
れ

た
決
定

の
結

果

で
あ

る
。

基
本

権

は
、

法

の
創

出

(制

定
)

を
、

硬
直

し

た

イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
や
、

「
形
而

上
学

的

に
」

(≪
m
e
ta
p
h
y
s
is
c
h
≫
)

基

礎

づ
け

ら

れ

・
人
間

の
価

値

に

は
基
礎

を

有

し

て

い
な

い
国

　
共

同
体

(S
t
a
a
t
sw
e
s
e
n
)

に
奉
仕

す

る
前

に
、

具

体
的
人

間

の
福

祉
を

、

理
解

し

う
る
限

り

で
、

そ

の
必

要

に
応

じ

て

配
慮

す
る
と

い

う
厳

粛
な

義
務

と
し

て
呈

示
す

る

も

の
で
あ

る
。



3
.
中

心
的

な

(z
e
n
t
ra
l)
基
本

権

に
か

ん

す

る
諸

問
題

基
本

権

の
中

心

的
内

容

は
、
普
遍

的

に
妥

当

す

る
も

の
で

は
な
く
、

時

と
所

(R
a
u
m

)

に
拠

っ
て
も

い
る

。

ひ
と

つ
の
周

知

の
テ

ー
ゼ

は
、
人
間

の
最
も
基

本
的

な

(
fu
n
d
a
m
e
n
t
a
ls
t
)
基
　6
-権

は
、
自

己

の

・
神

と

の
関
係

の
形
成

の
自
由

で
あ
る

(ゲ
オ

ル
ク

・
イ

エ
リ
ネ

ッ

躯

(G
I;O
R
G
畠

L
L
I¥
E
K
〕
)

と

い
う

と

こ

ろ

に
由
来

し

て

い
る
。

も

う

ひ
と

つ
の
周

知

の

テ
ー

ゼ

は
、

自

由

が
人

間
存

在

の
最

も

須

要

の

(e
x
is
te
n
tie
lls
t
)

表

徴

と

し

て
法

の
中

に
登

場

す

る

こ
と

を

表

わ

し

て

い

る

の

で
あ

る

が
、

つ
ま

り
、

人

は
、

実

際

、

そ

の

願

望

(A
n
lie
g
e
n
)

を
表

明
す

る
必

要
、

ま

た
、

そ

の
窮

F(11
(
N
o
t
)

を
防

ぐ
必

要

を
、

政
治

的

国
家

共

同
体

に
お

け

る
各
人

の
間

の
人
間

的

連

リ

ヘ

ラ

リ

ズ

ム

帯

の
出

発
点

と
し

て
理
解

す

る

こ
と

が

で
き

る
。
白

由

主
義

は
、
社

会
的

生
活

の
正

当
な

秩
序

を
、

と
り

わ
け

経
済

分
野

・
財
産

分

野

に
お

ヘ
ビ

　

け

る

可

及

的

に

大

き

な

個

人

の

自

由

の

中

に

見

出

し

て

き

た

。

そ

の

前

提

は

、

す

べ

て

の

人

間

の

利

益

を

予

定

さ

れ

た

調

和

(
b
鼠

s
t
a
b
ilis
ie
r
te
H
a
r
m

o
n
ie
)

へ
の
信

Qr?

(
G
la
u
b
e
)

に

あ

る
。

ケ

マ
イ

ノ
ノ

ヤ

フ

ト

今
世

紀

に
は
、

人
間

の
尊
厳

は
、

す

べ
て
の
人

が
そ

の
人
間

存
在

の
た

め

に

共

同

体

に
要

求
し

う

る
も

の

で
あ
る
旨
を

内
容

L
表

現

す

る
も

の

で
あ
る
と

の
思
想

が
、

よ
り

一
層

前
景

に
出

て
い
る
。

固
有

の
基
本

権
史

と
特

有

の
基
本

権

理
解

を
も

つ
ス
イ

ス
民

主
政

に
お

い

て

は
、

し
ば

し
ば
、

す

べ
て
の
人

の
法

形
成

へ
の
政
治

的
参

加

が
法
秩
序

の
最
も
根

源
的

な

要
素

に
属

し
、

ま
た

そ

れ
ゆ
え

に
基
本

権
保

障

の

ら
け

ロ

中

心
部

を
形

造

る
も

の

で
あ

る
と

の
思
想

が
支

配
的

で
あ
る
。

わ

れ
わ

れ

は
、

わ

れ

わ
れ

が
国
際

的

領
域

に
お

い
て
も

防
護

し

N
い
る
-G
権

(M

e
n
s
c
h
e
n
r
e
ch
t)

と

い
う

も
が
、

本

質
的

に

は
、

キ

リ

ス
ト
教
的

西
洋

の
思
考

で
あ
り
、

ま
た

、

正
当

な
経
済

・
社

会
秩
序

に
か
ん
す

る
西

側

の
観
念

の
所

産

で
あ

る
。

世
界

に
お

け
る
個

人

と

ゲ

ツ
ミ
で

ノ

ノ
ヤ

フ

ト

ゲ

セ

ル

ノ

ヤ

フ

ト

共

同
社

会

と

の
関

係

に

つ
い
て

の
、

お
よ

び
、

人

間

の
地
位

に

つ
い

て
の
根

本
的

に
別

異

な
理
解

か

ら
出

て

い
る

と

こ
ろ

の

・
利

益
社

会

に

お
け

る
基
本

権

の
意
味

と
機
能

は
、

な
お

ほ
と

ん

ど
探
究

さ
れ

て
お

ら
ず
、

ま
た

、
基

本
権

論
議

の
中

で
な
お

わ

ず
か

に
し

か
顧

ら

れ

て

い

ヨ
ル

ク

・
パ
ウ

ル

:
・・
ユ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
一
)

　

　

(
　

)

(31(1)



ヒ

八

(
14
)

な

い

。
4
.
政

治

の
手

段

で
あ
り

目
的

で
も
あ

る
も

の
と

し

て

の
基

本
権

人

は
、

食
物

、
宿

泊
場

所

お
よ
び

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
の
必
要

と

い

っ
た
、

一
定

の
恒

常
的

な

必
要

を
、
確

か

に
携

え

て

い
る

も

の
で

あ

る
。

そ
れ

と
並

ん

で
し
か

し
、
人

は
、

そ
ち

ら
側

〔
"
次

に

い
う
可

能
性

や
必

要
性

の
側

〕

で
共

同
体

に
お

い

て
新

規

の
保
障

す

べ
き

関

・?
事

(
S
c
h
u
tz
a
n
lie
g
e
n
)
を

携

え

て

い
る
と

こ
ろ

の
、

常

に
新

し

い
発

展

の
可

能
性

と

必
要

性

を

伴

な

っ
た

.
世

界

に
対

し

て
開

か

れ

た
本

質

〔を
も

つ
存

在
〕

で
も

あ

る
。

そ
の
よ

う
な
観

点

は
、

わ
れ

わ
れ

が
今

日
、
社

会
科

学
的

・
哲

学

的
認
識

に
も
と

つ

い

て
、
信

頼

し

う

る

も

の

と

し

て
人

間

に

か

ん

し

て
述

べ
う

る

と

こ
ろ

の

も

の

に
、

少

な

く

と

も

属

し

て

い

る
。

法

は
、

こ

の
よ

う

な
人

の
安

寧

(W

o
h
le
i°g
e
h
e
n
)

に

つ
い

て
の
本
質

的

な
要

求

(
>
5
ω
肩

二
〇
げ
)

を
、

国

家
共

同
体

(
Ω
①
ヨ
Φ
ヨ
≦
①
ω
o
昌
)

に
お

い

て
、

い
か

に
方
向

づ

け

る

べ
き

で
あ

ろ
う

か
?

歴

史

の
教

え

る
と

こ
ろ

に
よ

れ
ば
、

共

同
社

会

に
お

け

る
人

間

の
需
要

を
確

定
的

に
決
定

し

よ
う

と

す

る
あ

ら
ゆ

る
傾

向

そ
れ

が

陶

物

質

の
分
野

に
お

け

る
も

の
で
あ

れ
、

精
神

の
分

野

に
お

け

る
も

の

で
あ
れ
、

ま

た
何

か
宗

教

の
分

野

に
お

け

る
も

の

で
あ
れ

は
、

一
つ
の
全
体

主

義
的

な
特

色

(
to
ta
lita
r
e
r
Z
u
g
)

を
も

っ
て
い

る

の

で
あ

り
、

つ
ま
り

、

人

は
、

計

算
可

能

な
寸

法

の
も

の
と
な

り
、

そ

の

「
客

観
的

に
」
定

め

ら
れ

た
需

要

に
従

っ
て
自
由

に
処

理

さ

れ
る

こ
と

に
な

る

の
で
あ

る
。
右

の
程
度

に
、

閉
じ

ら
れ

た
人
間
像

か

ら

出

た
も

の
が
、

閉

じ

ら
れ

た

(g
es
ch
lo
s
s
e
n
)
社

会

(O
Φ
。゚
①
=
s
c
h
a
ft
)

で
あ

る

の

に
対
し

て
、

開

か

れ

た

(
o
跨
Φ
昌
)

国

家
共

同
体

は
、

社

会

的
文

脈

に
お

い
て
人

の
発

展

の
あ
ら

た
な

促
進

を
探

求

す

る

こ
と

に
と

っ
て
、

透

過
性

の
も

の
と

し

N

(p
o
r
o
s
)

存
在

し

て
い
る
。

そ

の
具
体

的

な
存
在

と
需

要
と

の
中

に
あ

る
人

の
基
本

権

を
公

然

と
支
持

す

る
社
会

は
、

た

し
か

に
社

会

か
ら
全

体
主

義
的

秩
序

の
安

全

性

を

奪

い

は

す

る

が

、

し

か

し

'

変

転

す

る

挑

戦

Cw
e
c
h
s
e
lu
n
d
e

H
e
i°a
u
s
f
o
i°d
e
r
u
n
g
)

に

応

答

す

る

こ

と

の

で

き

る

組

織



ゴ
け

り

(O
r
g
a
n
is
m
u
s
)

S
生
命

力

を
社

会

に
付
与

す

る

と

こ
ろ

の
、

あ

の
透

過

性

(
O
u
i°ch
la
s
s
ig
k
e
it
)
を

選
択

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

基

本

権

は
、

そ

れ

ゆ
え

に
、

国
家

共

同

体

を
、
制

度

(
In
s
tit
u
t凶O
】ρ
)

の
展

開

・
発
展

お

よ
び

革
新

に
お

い

て
も
不
可

欠

的

に
妥

当

す

る
も

の

と

し

て
特

徴

づ
け
、

ま
た
、

紛

争

を
否
認

と
抑

圧

に
よ

っ
て

「
解

決

す

る
」

の

で
な
く
、

そ

れ
ら

を
思
想

と
意

見

の
対
決

に
決

着

を

つ
け
る

可
能

性
を

開

い
た
ま

ま

に
し

て
お

く
も

の

で
あ

る
。

5
.
客

観

的
原
則

で
あ
り
主

観

的
権

利

で
あ
る

も

の
と
し

て

の
基

本
権

基

本

権

が

(人

間

に

)

相

応

し

-;;
秩

序

(
(m

e
n
s
c
h
e
n
-)
g
e
r
e
c
h
te
O
r
d
n
u
n
g
)

S

基

準

で
あ

る

こ

と

は

、

は

っ
き

り

し

て

い

る

が

、

ノ

ベ

テ

ム

ヘ

ヘ

ヘ

へ

そ
れ

は
ま

た
、

何

よ
り
も

、

一
定

の
社
会

(G
e
s
e
lls
c
h
a
f
t)

と

そ

の
政

治
的

制
度

の
客

観

的

な

(
o
b
je
k
tiU
)
基

本

的

形

成
原

理

な

の

で

　
ほ

ヤ

あ

る
。
基

本

権

は
、

様

々
な
規

範

的
密

度

に
お

い

て

、
社

会

的

・
政
治

的
制

度

(た

と

え
ば
、

ラ
ジ

オ

・
テ

レ
ビ
制

度

)

と
個

別
的

規
制

(
た
と
え

ば
、
監

獄

秩
序

)

の
具
体

的
形
成

の
た
め

の
基
準

を

提
供

す

る
。

こ
の
意
味

に
お

い
て
、
ヴ

ァ
ー

ジ

ニ
ア
権
利

章
典

の

制

定

者

た

ち

は

、

基

本

権

を

、

〔
統

治

権

の

〕

限

界

設

定

と

し

て

だ

け

で
な

く

、

「
統

治

権

の
基

礎

J

(≪
t
h
e

fo
u
n
d
a
t
io
n

o
f

g
o
v
e
r
n
m
e
n
t≫
)
と
見

て
い
た
。

他

の
レ

ベ
ル

で

は
、

基

本

権

は
、

個
人

の
主
観

的
権

利

(s
u
b
je
k
t
iv
e
s
R
e
ch
t
)

を

保
障

し

て

い
る
。

こ
の
意

味

に
お

い

て
、

た
と

え

田

ば
、

憲
法

に
適

合
し

た
裁
判

官

の
保
障

(連

邦
憲

法

五
八
条

)

は
、

た
ん

に
客
観

的

な
法
治

国
家

的
原

理
を
提

示

し

て

い
る
だ

け

で
な
く

、

個
人

に
、

具
体

的
事
案

に
お

い

て
、

裁
判

ヒ
貫
徹

し

う
る
個

別

の
請
求

Q
n
d
iv
id
u
a
la
n
s
p
r
u
ch
)
を

も
保
障

す

る

も

の

で
あ
る
。

右

の

よ

う
な

基

本

権

の

.
一重

機

能

に
か

ん

す

る
興

味

あ

る
事

例

を

提

供

す

る

も

の
は

、

信

義

　

　

(
T
r
e
u
a
n
d

G
la
u
b
e
n
)

6
原

則

で
あ

る
。

近

時

の

(n
e
u
e
r
)
連

邦

裁

判

所

判

決

は
、

こ

の
原

理

を

、

国
家

に
対

す

る

・
憲
法

レ

ベ

ル

の

・
市

民

の
主

観

的

権

利

請

求

(幻
①
。
巨

ω
9。
口
ω肩

二
筈

)

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

」

(
一
)

ヒ

九

(15

)



八
〇

(
16

)

と

し

て
承

認

し

て

い

る
。

し

か

し

そ

れ

と

同

時

に
、

原

理

(P
r
in
z
ip
)

の
規

範

的

領

域

か

ら

理

解

さ

れ

る

も

の
は

、

小

さ

な

切

れ

端

に
過

ぎ

な

い
。
　

則

(G
r
u
n
d
sa
tz
)

は
、

そ

の
規

範

的

効

力

を

、
あ

ら

ゆ

る

私

的

な

法

関

係

に
お

い

て
も

発

揮

す

る
。

さ

ら

に
、

〔
ス
イ

ス
〕

民

法

(
N
Ω
じσ
)

第

二
条

は
、

全

法

秩

序

に

お

け

る

法

主

体

(
R
ec
h
ts
g
e
n
o
s
se
n
)

に
対

し

て

、

信

義

誠

実

〔
の
原

則

〕

に
従

っ
て
行

為

す

る

こ
と

を

義

務

づ

け

て

い

る
。

国

家

と

市

民

は
両

者

の
関

係

に

お

い

て
信

義

誠

実

の
原

則

を

尊

重

す

べ
し

と

す

る
憲

法

上

の
義

務

づ

け

は
、

右

の

よ

う

な

形

で
強

化

さ

れ

た

法

解

釈

(R
ec
h
tsa
u
ffa
s
su
n
g
)

の

具

体

的

一
結

果

で

し

か

な

い

。

信

義

・
誠

実

〔
の

原

則

〕

が

全

法

秩

序

(
鴨

ω
9。
ヨ
訂

R
e
ch
ts
o
rd
n
u
n
g
)

に

と

っ
て
、

何

よ

り

も

主

観

的

権

利

請

求

で
あ

る

の

か

根

本

的

(tr
a
g
e
n
d
)

原

理

で
あ

る

の
か

を

争

論

す

る

こ
と

は
、

憲

法

(V
e
r
fa
ss
u
n
g
r
e
ch
t
)

6
分

野

で

は
意

味

の
な

a

(
m
u
ss
ig
)

こ

と

で

あ

る
。

む

し

ろ

、

基

本

権

論

の
適

切

な

課

題

は

、

主

観

的

権

利
請

求

と

し

て

の
性

格

と

包

括

的

な

客

観

的

形

成

原

理

と

し

て

の
性

格

と

を

、

同

時

に
、

真

摯

に

(e
rn
s
t)

受

け

容

れ

る

こ
と

で
あ

る

。

6

.
基

本

権

の

私

-G
間

的

(z
w
is
c
h
e
n
m

e
n
s
ch
lic
h
)

側

面

に

つ
い

て

17)

相
互

の
連

帯

と
尊
敬

に
も
と

つ
く
、

ま
た

別
言

す
れ

ば

(
ω
けa
tt
)
、

従
属

的

な

(s
u
b
o
r
d
in
a
t
iv
)
権
力

に
も
と

つ
く
共

同
社

会

の
規
律

基

準

(R
e
g
e
lu
n
g
sm
u
s
te
r
)

と
し

て

の
基

　
-権

は
'

隣

-G

(N
a
r
h
s
te
)

G
基

本
需

要

へ
の
顧

慮

と

い
う

意
味

に
お

け

る

"
同

朋
性

"

(M

it
m
e
n
s
ch
lich
k
e
it
)

に
か

ん

し

て
、

団

体
と

し

て

の
国
家

共

同
体

だ

け

で
な

く
、

そ

の
構

成

員

を
も

義
務

づ

け

る
。
或

る
人

の
意
見

　
ヨ

　

 
の
自
由

は
、

他

の
人

の
寛
容

な

し

に
は
実

現

し
え

な

い
も

の

で
あ

る
。

生
存

(L
e
b
e
n
)

へ
の
、

婚

姻

の
自
由

へ
の
、
信

仰
お

よ

び
世

界
観

の
自

由

へ
の
権
利

は
、
国
家

の
干
渉

に
対

す

る
防

御
物

の
小
さ

な

一
部

分
と
し

て
生
き

て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
右

の
諸
事

項

は
、

そ

の

・
日
々

の
生
活

に
お
け

る
社
会

的
な
実

質

を
、
手

続

的

に
貫
徹

可
能

な
権

利
請
求

に
よ

っ
て
よ
り

も
、
多

面
的

で
法

的

に
よ
り

強
く

あ

る

い
は
よ

り

弱

く
書

き

記
さ

れ
た

(v
er
f
a
s
s
e
n
)

社

会
関

係

に
お

け

る
同
胞

(]≦

θヨ
①
ロ
ω
oげ
Φ
5
)

の
尊
重

に
よ

っ
て
よ
り
広

範

に
確

保
し

て

い
る
。

そ

れ
ゆ

え

に
、

基
本

権
を

エ
ゴ

イ

ス
テ

ィ

ッ
ク
な
個

人

の
特
権

お
よ

び
防
御

請

求
権

と

し

て
把

握

す

る

こ
と

は
、
全

く

一
面
的

な
視

覚
的

印
象



(O
p
t
ik
)

で
あ

る
。

基
本

権

は

ま
た

、
他

人

の
権

利

を
尊

重

し
、

の
セ

ハ
マ

き

で
な

い
と

の
、

個
人

に
対

す

る
訴

え

で
も
あ

る
。

当

人

の
自

己
実

現

を
推

進

し
、

な

い
し
少

な

く

と
も

そ
れ

を
妨
げ

る

べ

n
.
基
本

権

理
論

の
た

め

の
推
論

(F
o
lg
e
r
u
n
g
)

8)

 

1

.
基

本

権

の

防

:　

的

(d
e
fe
n
s
iv
)

理

解

と

構

成

的

(評
o
ロ
。゚
け
助ε

牙

)

理

解

　
ハ

ワ

　
お

ワ

の

基

本

権

は
、

学

説

と

判

例

の
上

で
し

ば

し

ば

、

現

在

す

る

(
v
o
r
b
es
t
e
h
e
n
d
)

も

の

と

想

定

さ

れ

た

二

つ

の
大

き

な

も

の

(G
r
o
13e
)
、
す

な

わ
ち
個

人

の
自
由

と

そ
れ

を
脅

か
す

国
家

権
力

、

の
間

の
境
界

線

で
あ

る
と
理

解
さ

れ

て
い
る
。

こ

の
よ
う
な
防
御

的

な

基
本

権

理

解

(
d
ef
e
n
s
iv
e
s
G
r
u
n
d
r
e
c
h
ts
v
e
r
s
td
n
d
n
is
)

は

、
市

民

の
自

由

に
有

利

に
な

る
よ

う

に

(N
二
㎎
⊆
霧

け
魯

)
、

か

つ
国
家

の
介

入

は
犠

牲

に
し

N

(z
u

L
a
s
te
n
)
、

或

る
種

の
推

測

を
受

け

容

れ

る
と

い
う

こ
と

の
中

に
表
現

さ

れ

る
も

の

で
あ

り
、

ま

た
あ

る

い
は
、

国
家

の
干
渉

を
基

本
的

に
封

じ

る
個
人

的
自

由

の
領
域

(In
se
l)
を
選

り
分

け

て
お
く

も

の

で
あ

る
。

切

い
わ
ゆ

る
構

成
的
基

本

権

思
考

(h
o
n
s
t
itu
it
iv
e
s
G
r
u
n
d
r
e
ch
ts
d
e
n
k
e
n
)

の
枠
組

に
お

い

て
は
、

基

本

権

は
、
た

ん

に
国

家
権

力

か
ら

の
防

御

の
手

段

で
は

な
く
、

国
家

の
法

秩
序

の
基
礎

(G
r
u
n
d
la
g
e
)

ま
さ

に
構
成

的
要

素

で
も
あ

る
。
基

本
権

は
、

国
家

的

秩
序

の
標
準

(M

a
ss
)

で
あ
り

目
的

で
あ
る
。

基

本

権

は
国
家

に
よ

る
抑

圧
を
制

限

す

べ
き

も

の

で
あ

る

と

い
う
だ

け

で
な

く
、

広

い
社

会
領
域

に
お

け
る
基

本

権

の
実

現

の
た

め

に
配
慮

す

る
と

い
う

・
国
家

に
明
確

に
委

ね
ら

れ
た

課
題

(A
u
ft
r
a
g
)
も

、
基
本

権

か

ハ
ゆ

り

ら
抽

き
出

さ

れ

る

べ
き

で
あ

る
。
基

本

権

は
、

法
制

定

の
総

体
と

個
別
事

案

決
定

の
す

べ
て
と

に
、

相
応

の
影

響

を
及

ぼ
す
。

す
な

わ
ち
、

基
本

権

は
、

あ
ら

ゆ

る
国
家

的
行
為

が

な
さ

れ
る
際

に
顧

慮

さ
れ

な

け
れ
ば

な

ら
な

い
の

で
あ
る
。

〔9〕

 

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

:

・・
ユ
ラ
ー

『
ス
イ

ス
基
本

権

原

論

』

(
一
)

八

一

(
17

)



八

二

(
18

)

2

.
右

二

つ

の

理

解

の
位

置

付

け

(
S
te
lle
n
w
e
r
t
)

と

境

界

の

国
家
権

力

へ
の
市

民

の
従
属

が
今

日
意
味

す
る

も

の
は
、
支

配

を

で
き

る
限
り
大

規

模

に
取

り
払

う

こ
と

が
緊
急

の
課

題

で
あ

る
と

い
う

こ
と
を
、

国
家

権

力
も

ま
た

認
め

な

け
れ
ば

な
ら

な

い
と

い
う
社
会

的

事
実

で
あ

る
。

歴
史
的

経
験

も
、

ま

た
今

日

の
経

験

も
、
基
本

権

の
防

御
的

側

面

が
右

述

の
事
実

上

の
従

属

に
対

す

る
放
棄

し

え
な

い

(u
n
a
u
fgq
①
げ
b
a
r
)
釣

り
合

い
の
手

段

(G
e
g
e
n
g
e
w
ic
h
t
)

で
あ

へ
　

ほ

る
と

こ
ろ

に
あ
る

、
と

い
う

こ
と

を
教

え

て

い
る
。

基
本

権

が
個
人

に
保
障

し

て

い
る

の
は
、
個
人

は
、

た

と
え

ば
、
自

己

の
信
仰

を
自
由

に
決
定

し
、

実

践

し
、

ま

た
自

己

の
世

界
観

を

最
も

固

有

の

(
e
ig
e
n
s
t)

"
'a
条

(U
b
e
r
ze
u
g
u
n
g
)

に
準
拠

さ

せ

る

こ
と

が

で
き

そ
れ

は
、

た
と

え
、

個
人

が
ま

さ

し
く
支

配
的

な
経

済
的

・
政
治

的
見

解

に
正

面
か

ら
反

対
し

て
い
る
場

合

に
も

そ

う
な

の
で
あ

る

、

あ
る

い
は
、

個
人

は
、
自

己

の
活

動

の
自
$

(B
e
w
e
g
u
n
g
s
fr
e
ih
e
it
)
を

恣
意

的

に
剥
奪

さ

れ
る

こ
と

は
な

い
、

と

い

う

こ
と

で
あ

る
。

基

本
権

の
防
御

的

次
元

で
は
、

あ
れ

こ
れ

の
特
殊

な

(s
p
e
z
if
is
c
h
)
基
本

権

は
、

そ

の

・
支

配
的
意

見
と

一
致

し

な

い
個

性

(田

σq
Φ
コ
母
け
)

に
お

け
る

異
見

(〉
]P
∩一e
r
s
d
e
n
k
e
n
)

を
保

障

し

て
い
る
。

こ
の

・
基
本

権

の
防

御
的

位
置

の
も

つ
射

程

距
離

は
、

古
典

的

諸

自
由

権

の

一

つ
が

そ

の
防
御

的
機

能

に
お

い

て
首

尾

一
貫

し

た
形

N

(
k
o
n
s
eq
u
e
n
t
)
顧

慮

さ
れ

る
場

合

に
だ

け

は
、

い

か
な

る
専

制

的

体
制

も
生

き

残

る

こ
と

が

で
き

な

い
と

の
観

点

か

ら
、

す

で

に
明

ら
か

に

な

っ
て
い

る
。
独

裁

制

(D
ik
t
a
t
u
r
)

6̀
場
合

に
は

す

べ
て
、

純
粋

に
防

御

的

な

も

の
と

解

さ

れ

る
意

見

・
集

会

の
自

由

(M

e
in
u
n
g
s
-
a
n
d

V
e
rs
a
m
m
lu
n
g
s
f
r
e
ih
e
it
)

や
住

居

の
不

可

侵

の
保

障

や
、

ま
た

郵

便

・
電

話

お

よ

び

電

信

の
自

由

さ

え

も

、

生

存

の
た

め

の
,,,
題

(
U
b
e
r
le
b
e
n
s
fr
a
g
e
)

と

な

る

。

自

由

の
あ

ら

ゆ

る

"安

全

地

帯

"

(I
n
s
el
)

が
秩
序

づ
け

ら
れ

た
体

制

に
反

対

す

る
潜

在

的

な

"
混
合

爆
薬

"

(ω
肩

雪

σq
°。
讐
N
)

に
変

る
と

こ
ろ

に
、

全

体

主
義

の
本

質

が
あ

る

の
で
あ

る
。

切

し

か

し

、

基

本

権

は
、

ま

さ

に
民

主

政

に
お

け

る

方

が

、

緊

急

時

に

お

け

る

よ

り
も

、

よ

り
広

範

に
、

人

の

正
義

に
叶

っ
た

(10)



(m
e
n
s
c
h
e
n
g
e
r
e
ch
t)

法

と
国

家

の
秩
序

に
と

っ
て

の
境
界

石

(ζ
Φ
蒔

s
t
e
in
)

で
あ

る

か

ら
、
純

粋

な
防

御
的

思
考

で
は
不

十

分

な

の

へ
れ

　

プ

ロ

セ

ス

で
あ

る
。

こ

の
純

粋
な

防
御
的

思
考

は
、

基
本

権

を
国

家
的

手
続

き

の
基

本

原
理
、

つ
ま
り

指
針

と

み
る

理
解

に
よ

っ
て
、
全

体

に
お

い
て

ド
　

ロ

補

充
さ

れ

る
必
要

が
あ

る
。
基

本
権

は
、

民

主
主

義
的

な
国

家
共

同
体

を
擁
護

し

か

つ
常

に
新

た

に
創

造
す

る
た

め

の
同
伴

者

な

い
し
道

案

内

人

で
あ

っ
て
、

右

に
い
う
民

主
主

義
的

国
家

共

同

体

と
は
、

そ

こ

に
お

い
て
国
家

が

「
-G
間
的

」

(m
e
n
s
c
h
lic
h
)
社

会

と
自

動

的

に
対

立

す

る

の
で

は
な
く

、
多

様

な
社
会

的
諸

力

が
社

会

的
形

成
物

(S
o
z
ia
lg
e
b
ild
)

た

る
国
家

の
保
持

と
操

縦

に
多
様

な
形
態

で
参

加

す

る

機

会

を
得

て
い
る

よ
う

な

そ
れ
を

指

し

て

い
る
。

こ

の
よ
う

な
観

点
か

ら

す
れ

ば
、

基
本

権

の
中

心

的

(z
e
n
t
ra
l)
機

能

は
、

国

家

の
限

界

を
設

定
す

る
だ

け

で
な
く
、

政
治

的
手

続

き
を

開

い
た
も

の
に
し
、

ま
た
、

国
家

の
決

定

を
最

も

コ
ン
セ

ン
サ

ス
を
求

め
易

い
原

理

の
線

　
ぶ

レ

で
整
序

す

る
と

こ
ろ

に
見
出

さ
れ

る
。

　
　

ら

基
本

権
を
防

御

的
機
能

と
構

成
的

機
能

と

の

い
ず
れ

か

一
方

に
限
定

し

て
は
な

ら
な

い
と

い
う
必

須
事

は
、

ザ

ー
ル

ラ

ン
ト

州

の
放
送

法

(s
a
a
r
la
n
d
is
c
h
e
s
R
u
n
d
f
u
n
k
g
e
s
e
tz
)

に
か

ん
す

る
ド

イ

ツ
連

邦
憲

法
裁

判
所

の
判

決

の
中

で
極

め

て
明
ら

か

に
示
さ

れ

て

い
る
。

「
自

由

な

意

見

形

成

は
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン

の

過

程

で
実

現

さ

れ

る

。

そ

れ

は
、

一
面

で

は
、

意

見

を
表

明

し

ま

た

流

布

す

る

自

由

を

、

他

面

で

は
、

表

明

さ

れ

た

意

見

を

受

領

し

(z
u
r
K
e
n
n
t
n
is
n
e
h
m
en
)

か

つ
調

C

N
知

る

(s
ic
h

in
fo
r
m
ier
e
n
)

自

由

を

、

前

提

と

し

て

い

る
。

〔ド

イ

ツ
〕

基

本

法

五
条

一
項

が

、

意

見

表

明

の
自

由

、

意

見

流

布

C>̀

(M

e
in
u
n
g
s
v
e
r
b
r
e
itu
n
g
s
-)

自

由

お

よ

び
情

報

の
自

由

を

人

権

プ

ロ

セ

ス

(M

e
n
s
ch
e
n
re
c
h
t)

を

擁

護

(g
e
w
a
h
r
le
is
te
n
)

し

て

い

る

こ
と

を

と

お

し

て
、

同

条

項

は

、

右

諸

権

利

実

現

の
手

続

き

を

憲

法

的

に
保

障

(sc
h
u
tze
n
)

す

る

こ

と

を

も

目

指

し

て

い

る

の

で
あ

る

。

同

条

項

は
、

そ

の
限

り

で
主

観

的

権

利

を

根

拠

づ
け

て

い
る

わ

け

で
あ

り

、

同

条

項

は

、

そ

の

こ
と

と

の
関

連

に
お

い

て
意

見

の
自

由

を
全

法

秩

序

の
客

観
的

原

理

と

し

て

規

範

化

し

て
お

り

、

そ

の
場

合

、

主

観

的

権

利

の
要

素

と

客

観

的

法

の
要

素

(s
u
b
je
k
t
iv
-
a
n
d

o
b
je
k
tiv
re
c
h
t
lich
e
E
le
m
e
n
t
e
)

は
相

互

に
前

提

と

し
合

し
、

支

え
合

っ
て

い
る
。

…

…

放

送

に
よ

る

自

由

な

個

人

的

・
公

的

意

見

形

成

は
、

何

よ

り
も

、

放

送

の
、

国
家

的

支

配

・
影

響

か

ら

の
自

由

を

要

求

す

る

。

そ

の

限

り

で
、

(11)
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放
送

の
自
由

は
、
諸

々
の
古
典
的
自
由
権

と
同
様

に
、
防
御

的
意
義
を
有
し

て
い
る
。

と
は

い
え
、

そ
の
場
合
、
擁
護

(σq
e
w
a
h
i°le
ist
e
ii
)
さ

れ
る

べ
き
も
の
が
必
ず
し
も
確
保

(s
ich
e
rs
te
lle
n
)
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
た

ん
な

る
国
家
的
　
由

(S
ta
a
ts
fre
ih
e
it)
は
、

放
送

に
よ
る
自
由

で
包
括

的
な
意
見
形
成

が
可
能
と

な
る
と

い
う
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味

し
な

い
の
で
あ

っ
て
、

こ
の
課
題

は
、
た
だ
否

定
的

(n
e
g
a
t
o
r
is
c
h
)
な
構
成

に
よ

っ
て
は
正
当

に
評
価
さ
れ

え
な
い
も
の

で
あ
る
。

そ
れ

に
加
え

て
、
む
し

ろ
、
放
送

の
中

に
現

在
す
る
意

見

の
多

様
性

が
可
及
的
な
広
範
さ
と
完
全
性
と

に
お

い
て
表
現

さ
れ
る

こ
と
、
お
よ
び
、

こ
う
し
た
仕
方

で
包
括

的
な
情
報

が
提
供
さ
れ
る

こ
と
を
確
保

す
る
よ
う
な

一
個

の
積
極
的

な
秩
序

が
必
要

な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
達
成
す

る
た
め

に
は
、
放
送

の
自
由

に
向

け
ら
れ
、
か

つ
、
そ
れ
ゆ

え

に
、
基
本
法
五
条

一
項

が
擁
護

し
よ
う
と

し
て
い
る
も

の
を
適
切

に
実
現
し

う
る
と

こ
ろ
の
、
実
体
的

・
組
織
的
お
よ
び
手
続
上

の
規
定
が
必

要

な

の
で
あ
る
。
」

の

構

成

的

な
基

本

権

思
考

C
G
r
u
n
d
r
e
c
h
t
sd
e
n
k
e
n
)

は
、

時

に
は
、

基

本

権

理
dr?

(
G
r
u
n
d
r
ec
h
t
s
id
e
e
)

S
過

度

の
無

理

強

い

(
U
b
e
rs
tr
a
p
a
z
ie
r
u
n
g
)

を
も

た

ら
し

て

い
る
。

基

本

権
理

念

の
正
常

な
作

用
能

力

は
、

法

秩
序

全

体

が
基
本

権

に
あ

て
が
わ

れ

た
規

範

プ

ロ
グ

ラ
ム

(Z
霞
§
鷲

o
αq
a
m
m
)

6
首
尾

一
貫

し

た
"

成
物

(
A
u
s
fo
rm
u
n
g
)

と
し

て
の
み

解

さ
れ

て

い
る
場
合

に
は
、

買

い

か

ぶ

ら
れ

て

い
る

の

で
あ

る
。

基
本

権

の
問
題

は

何

よ
り

も
社

会

的

形
成

,
題

(G
e
s
ta
lt
u
n
g
s
a
u
fg
a
b
e
)

お

よ
び
社

会

的

紛
争

の
正

当

な
解

決

に
あ

る

と
解

し

て

い
る
よ

う
な

基
本

権
理

解

は
、

民

主
主

義

の
政

治
的

過
程

を
削

減

す
る

(b
e
s
c
h
n
e
id
e
n
)
も

の
で
あ

る
。

こ

の
よ

う

な

基

本

権

思

考

の
逸

脱

(A
u
s
u
fe
r
u
n
g
)

は

、

結

局

、

あ

ら

ゆ

る
基

本

権

-C
容

(G
r
u
n
d
r
e
c
h
ts
g
e
h
a
lt
)

S
特

殊

な

操

縦

機

能

へ
　

り

(S
t
e
u
e
r
u
n
g
sf
u
n
k
t
io
n
)

を

浅

薄

"

す

る

こ
と

(V
e
r
f
la
c
h
u
n
g
)

へ
も

向

か

う

の

で
あ

る

。

ド

イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所

は

1

私
見
だ
が

1

時
と

し
て
、
基
本
権

に
対
す
る
裁
判
官

の
判
決

に
よ
る
支

担
が
広
き

に
過
ぎ
る
と
い
う
危
険

を

冒
す

こ
と
が

あ

る
。

つ
ま
り
、

た

と
え
ば
、

右
連

邦
憲

法
裁

判
所

は
、

生
命

へ
の
権

利

に
支

え
ら

れ

た
妊

娠
中
絶

の
期

限
規
制

(
写

μ゚。
8
⇒
-

1121



lo
s
u
n
gq
)

に
か

ん
す

る
判
決

の
　

N
'
胎
児

(n
a
s
citu
r
u
s
)
S
法
律
的

保
障
を
求

め
た

だ
け
で
な
く
、
さ

ら
に
加

え
て
、
堕

胎
し
た
母
と

医
師

へ

の
訴
追

を
請

求

す

る

こ
と

を
憲

法

か

ら
導

き
出

し

て

い
る
。

近
時

の
連

邦

憲

法
裁

判

所
判

決

は
、

再

び
、

は
る
か

に
大

き

な

抑
制

的

態
度

　
　

セ

(Z
u
r
u
c
k
h
a
lt
u
n
g
)

を
際

立

た

せ

て

い

る
。

た

と

え
ば

、

〔前

出

の
〕

ザ

ー

ル

ラ

ン
ト

州

放

送

法

に

か

ん
し

て
言

及

し

た
判

決

の
中

で

は
、

次

の

よ

う

に
述

べ
ら
れ

て

い

る
。

「立

法

者

が

ど

の
よ

う

に
自

己

の

課

題

を

遂

行

す

る

か

は

、

立

法

者

の

固

有

の
決

定

権

(E
n
t
sc
h
eid
u
n
g
)

に
属

す

る
問

題

で
あ

る
。

基
本

法

は
、

立

法

者

に

対

し

て
、

放

送

組

織

に

つ
い

て

の

い

か

な

る

形
式

も
規

定

し

て
お

ら

ず

、

問

題

は
、

た
だ

、

自

由

で
包

括

的

で
、

か

つ
事

実

に
即

し

た

(w
a
h
r
h
e
its
g
e
m
a
ss
)

意

見

形

式

が
前

述

の
意

味

で
保

障

さ

れ

る

こ

と
、

お

よ

び

、

侵
害

行
為

(じσ
①9
三

轟

筈

江
σq
彗

σq
)

と

発

展

の
欠

如

(F
eh
len
t
w
ic
k
lu
n
g
)

と

が

阻

止

さ

れ

る

こ
と

だ

け

で
あ

る

。
」

、

、
'Ψ

基

本

権

は

、

法

制

定

お

よ

び

法

適

用

全

体

の

'
行

列

式

,

(D
et
e
r
m

in
a
n
t
e
)

と

し

て

で

は

な

く

、

そ

の

'
随

伴

者

,

(B
e
g
le
ite
r
)

な

、

、

-
遡

い

し

'矯

正

策

"

(K
o
rr
e
k
t
iv
e
)

と

し

て

理

解

さ

れ

る

べ
き

で

あ

る
。

つ
ま

り

、

そ

れ

は

、

広

い
意

味

で

は

、

「
公

事

は

常

に

改

革

的

で
あ

cta」

(≪
r
e
s
p
u
b
lic
a
s
e
m

p
e
r
re
f
o
r
m
a
n
d
a
≫
)

と

い
う

「
具

体

的

ユ
ー

ト

ピ

ア

」

(
《
評
o
コ
町

簿
①
C
8

筥
①
づ
》
)

な

の

で

あ

る

。

右

に

い
う

　
に

り

随
伴

の
機
能

は
、

あ

ら
ゆ

る

法

に

つ
い
て

の
合
憲

解

釈

(v
e
r
fa
s
u
n
g
s
k
o
n
f
o
r
m
e
A
u
s
le
g
u
n
g
)

S
原

則

の
中

に
、

さ

ら

に
ま

た
、

立

法
者

に
形
成

の
委

　　a

(G
e
s
ta
ltu
n
g
s
a
u
f
tr
a
g
)

を
す

る

こ
と

の
承
認

の
中

に
も
、

具

体
的

に
示
さ

れ

て

い
る
。

基

本

権

の
実

現

が

中
立

ノ
ス

テ

ム

的

な
判

決

と

い
う
政

治

に
無

関

係

な

(b
o
=
t
ik
fe
r
n
)
領

域

に
お

い

て
生

じ

う

る

の

で
は
な

く
、

政
治

体

系
全

体

に
よ

る
支

持

に
よ

っ
て

　
　

コ

導

か
れ

て

い
る
と

い
う

こ
と

の
中

に
、

〔右

の

こ
と

は
〕

明
瞭

に
示
さ

れ

て
い
る

の
で
あ

る
。

(13)
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m

「
　

度

的

J

(≫
in
s
t
it
u
t
io
n
e
ll≪
)

基

本

権

理

解

の

概

念

に

つ

い

て

「
制

度

的

」

基

本

権

理

解

と

い

う

概

念

は

、

基

本

権

内

容

(
G
r
u
n
d
r
e
c
h
ts
g
e
h
a
lt
)

を

法

秩

序

・
F

会

秩

序

全

体

(g
e
s
a
m

te
R
e
c
h
ts
-

a
n
d

G
e
se
llsc
h
a
ft
s
o
r
d
n
u
n
g
)

6

中

に

は

め

込

む

こ

と

(E
in
b
e
tt
u
n
g
)

を

強

調

す

る

も

の

で

あ

る

と

い

え

よ

う

。

先

に

述

べ

た

よ

う

　
お

　

な

構
成

的

な
も

の
と
性

格

づ
け

ら

れ
た

理
解

を

す

る
と

き
、

制
度

的

解
釈

(D
e
u
t
u
n
g
)

は
、
次

の

こ
と
を
意

味

す

る

こ
と

に
な

る
。

す

な

わ

ち
、

こ

の
制

度
的

解

釈

と

は
、

た

ん

に
基
本

権

の
規

範

的
内

容

を
個

別

の
防

御

の
請

求

(A
b
w
e
h
r
a
n
s
p
r
u
c
h
)

C
`
中

に
見
出

す

だ

け

で
は
な
く

、
実

効
的

な

基
本

権
実

現

は
包

括
的

な
法

的

・
社

会
的

形
成

を
前

提

に
し
、
な

い
し
そ

れ

に
依

拠

し

て

い
る
と

い
う

こ
と
を

承

　
ゆ

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

認

す

る
も

の
で
あ

る
。

し

か
し

、
基

本

権

の
制

度
的

解

釈

が
規
範

的

(
n
o
r
m
a
tiv
)
観

点

と
分

析
的

(
§

ミ
智

執゚
。簿

)
観

点

の

い
ず

れ

に

よ

り
大

き
な
重

点
を

置

い

て
い
る
か

つ
ま
り
、

そ

れ

に
応

じ

て
、
基
本

権

は
、

よ
り

動
態

的
な

(d
y
n
a
m
is
ch
)
性

格
を

有

し
た

り
、

ヨ
に

　

よ

り

保

守

的

な

(k
o
n
s
e
r
v
a
t
)

性

格

を

有

し

た

り

す

る
。

制

度

的

解

釈

は

、

基

本

権

が

実

現

さ

れ

る

べ
き

制

度

的

分

野

が

"
口
実

に
さ

れ

た

も

の

"

(
<
o
同
σq
①
σq
e
b
e
n
)

と

し

て

で

な

く

"課

さ

れ

た

も

の
"

(a
u
fg
e
gq
e
b
e
n
)

と

し

て

ー

す

な

わ

ち

、

ま

さ

に
基

本

権

に

よ

っ
て
要

請

さ

れ

た

も

の

(σq
亀
o
a

①
寡
)

と

し

て

1

理
解

さ

れ

る

と

き
、

ロ
ゆ

動
態
的

に
活
動
す
る

の
で
あ
る
。

こ
れ

に
対
し

て
、

或
る
種

の

1

少
な
く
と
も
結

果
に
お

い
て

ー

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
保
守
的
な
思
考
方
向

(D
en
k
r
ic
h
t
u
n
g
)

は
、

オ

ー

リ

ュ
t̀

(H
A
L'R
IO
L')

の
制

度

理

論

(In
s
titu
tio
n
e
n
le
h
re
)
、

つ
ま

り
、

〔個

々

の
〕

基

本

権

の
内

容

は

、

一
定

の
社

会

史

の

状

況

下

で

の

そ

の
時

々

の
規

範

領

域

に

お

い

て
特

徴

を

も

つ
も

の

で
あ

る

と

こ

ろ

の

'制

度

;

(In
s
tit
u
tio
n
)

6
Q
}l体

観

察

(G
e
sa
m
ts
ch
a
u
)

か

ら

の

み

決

定

さ

れ

る
と

の
理

論

に

依

拠

し

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。

そ

れ

に

つ
い

て

は
、

基

本

権

の
指

導

力

能

(ω
け
窪

霞

巨

σq
s
k
r
a
ft
)

は

、

疑

問

を

付

[14.1



さ
れ
た
ま

ま
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
制
度

の
中

に
凝
縮
さ
れ

た
社
会
的

現
実

に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

そ
こ

に
は
ま
た
、

的
解
釈

に

つ
い
て
多

様
な
探
求

〔を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
〕
と
い
う
リ

ス
ク

(G
e
fa
h
r
)
も
存
在

し
て

い
る
。

基
本
権
の
体
系

制
度
的
基
本
権
思
考
の
概
念
と
内
容
に
か
ん
す
る
包
括
的
な
討
論
は
、
様
々
な
社
会
科
学

〔の
分
野
〕
に
お
い
て
今
日
で
も
な
お
活
発
に

ス

ヘ

ケ

ト

ル

ド
れ

り

交
わ

さ
れ

て

い
る

・
　
度

理
　

(In
s
t
itu
t
io
n
e
n
le
h
r
e
)

6̀
多

様
性

に
か
ん

す
る
批

判
的

議
論

に
先

行

し
な

け
れ

ば

な
ら
な

い

で
あ

ろ
う
。

本
書

で
は
、

右

の
議

論

に

つ
い

て
触

れ

る
余

裕

は
な

い
。

こ
の
よ

う
な
根

拠

づ
け

の
領
域

で
重

要
な

の
は
、
次

の

こ
と

を
明
示

す
る

こ
と

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

基

本

権

の
規

範

的

内

容

は
、

あ

ら

ゆ

る

場

合

に

つ
ま
り

、

た

と

え

ば

学

生

新

聞

の
禁

止

に
対

す

る
抵

抗

(A
b
w
e
h
r
)

と

い
う

よ
う

な
否

定
的

な

(n
e
g
a
t
o
r
is
c
h
)

請
求

権

が

問
題

に
な
る

よ

う
な
場

合

さ

え
も

、

基
本

権
執

行

の
法

的

.

事
実
的

な

前
提

と
基
本

権
実

現

の
個

人
的

・
社
会

的
な

帰
結

と
が
基

本
権
解

釈

の
考
慮

の
中

に
共

に
取
り

入
れ

ら
れ

る
と

い
う
と
き

に

の
み
、

へ
お

　

憲
法

的

に
妥

当

に

(a
d
a
q
u
a
t
)

理
解

さ
れ

う
る

の
だ
、

と

い

う

こ
と

で
あ

る
。

こ
の
意

味

に
お

い
て
、
在
監
者

の
請
願

〔文
書
〕

の
起
草

の
た
め
の
書

き
机
、

用
紙
お
よ
び
時

間
の
請
求

と
監
獄
官
吏

の

〔請
願
文
書
〕
転
送

ロ
ぶ

　

ブ

レ

ス

義
務
と

は
、
在
監
者

の
請
願
権

に
含
ま
れ
て
お
り
、
あ
る

い
は
、
出
版

の
自
由

は
、
能
率
的

な
新
聞
販
売

を
可
能
に

す
る
道

路
と
場
所

の
公
共
使

用

(G
e
m
e
in
g
e
b
r
a
u
c
h
)
6
組
織
を
要
求
し

て
い
る

〔と
解

さ
れ
る
の
で
あ
る
〕
。

　
　

　

基
本

権

の
そ

の
よ

う
な
解

釈

の
た

め

に
は
、

社
会

的

「
制

度

」

へ
の

い
か

な

る
異
議

申
立

て

(R
e
k
u
r
s
)

も

必

要

と
し
な

い
。

制
度

的

基

本
権

思
考

の
概

念

に
到
達

し

う
る
誤
解

の
ゆ
え

に
、

わ
れ

わ
れ

は
、
次

の
よ
う

に
し

N
'

術

語

(T
e
rm
in
u
s
)
を

断
念

す

る
の

で
あ

る
。

そ
う

し
た

、

基
本

権

の
目

的
遂

行

(Z
w
e
ck
e
r
f
u
llu
n
g
)

C̀
諸

前
提

を

基
本

権

保
障

の
規

範
的

内

容

と
し

て
理

解

す

る

こ
と

は
、

規
範

の

う
お
げ

ゑ
む

意
味
と
目
的
お
よ
び
解
釈
の
法
的

・
社
会
的
諸
条
件
と
諸
結
果
に
も
と
つ
い
て
問
題
を
立
て
る
よ
う
な
、
法
律
家
が
習
熟
し
て
い
る
目
的
論

ヨ

ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

i

『
ス

イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
一
)

八

七

(
23
)
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八

八

(
24

)

ニ
ヤ

的

(t
e
le
o
lo
g
is
ch
)

思

考

を

満

足

さ

せ

る

も

の

で

あ

る

。

こ
の

こ
と
が
決

定
的

な

の

で
あ

っ
て
、
目
的

論

は
副

次
的

で
あ

る
。

こ
う
し
た
叙
述

(A
u
sf
u
h
lu
n
g
e
n
)
を
も

っ
て
し

て
は
、

そ
の
都

度
機
能
す

る
こ
と
に
適

す
る

・
ま
た
権
限
を
有

し
も

す

る
国

家
機
関
に
包

括
的

に
把
握
さ
れ

た
基
本

権
実
現
を
配
分
す
る
理
解
を
し
た

こ
と

に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、

と
り
わ
け
、
憲

法
裁

判
所
と
立
法
者

の
各
権
限
を

ぶ
　

よ
り
近

い
も

の
と
定

め
る
こ
と

が
妥
当

で
あ

る
。
そ

こ
か
ら
、
他

の
位
置

に
入
り
込
む

こ
と

に
な
る
。

原

註

第

一

章

(
--　
)

H
e
r
m
o
g
e
n
ia
n
,
1
e
p
it
.
d
l
,
5
,
2
.

(
2

)

参

照

、

H
.4
:v
s

H
U
B
F.R
,
D
a
s

M

e
n
s
c
h
e
n
b
i
ld

in

R
e
c
h
t
,
現

在

で

は

、

in
:
R
e
c
h
t
s
t
h
e
o
r
ie
,
V
e
r
f
a
s
s
u
n
gq
B
r
e
c
h
t
,
V

o
lk
e
r
r
e
c
h
t
;

A
u
s
g
e
w
a
h
lt
e
A

u
f
s
a
tz
e
1
9
5
0
-
1
9
7
0
,
B
e
r
n

1
9
7
1
,
S
°
7
6
f
f
;
ま

た

見

よ

、

「
国
r
一×

国
刀
Z
>
∩
O
刃
〉
、
9

①
】≦
①
づ
。゚
O
ゴ
①
ヨ
.①
0
7
訂

巴
ω
O
歪

ロ
α
⇒
O
「
ヨ

d
e
s

R
e
c
h
t
s
,
in
:A
u
f
d
e
m

W

e
g

z
u
r
M

e
n
s
c
h
e
n
w
u
r
d
e
a
n
d
G
e
r
e
c
h
t
ig
k
e
it
,
F
e
s
ts
c
h
r
i
f
t
f
u
r
H
a
n
s
R
.
K
le
c
a
t
s
k
y
,
W

ie
n

1
9
8
0
,
1
.

T
e
ilb
a
n
d
,
S
.
1
5
1
f
f
.

(
3

)

こ

の

評

価

は

、

[
>
q
寄

z
∩
岡
出

゜
弓
謁
溝
bロ
国
の

著

書

(
A
m
e
r
ic
a
n

C
o
n
s
t
it
u
t
i
o
n
a
l
L
a
w
,
M

in
e
o
la

N
e
w

Y
o
r
k

1
9
7
8
)

6

中

で
前

面

に

臨

N

;

K
a°

T
r
ie
b
e
は

、

ア

メ

リ

カ

憲

法

に

か

ん

す

る

自

分

の
教

科

書

の

コ
.分

の

二

を

、

基

本

権

の

機

能

〔
に

つ

い

て

の

叙

述

〕

に

充

て

て

い

る

。

(
4

)

基

本

権

の

自

然

権

的

性

格

に

つ

い

て

は

、

た

と

え

ば

、

H
>
N
S
W

E
L
L
E
L
,
N
a
t
u
r
r
e
c
h
t
a
n
d

m

a
t
e
r
ia
le
G
e
r
e
c
h
t
ig
k
e
it
,
4
.
A
u
f
l
,
G
o
t
-

t
in
g
e
n

1
9
6
2
;
;　
+
4
　
　　
=

'

W

E
R
N
G
R

M

A
IH
O
F
E
ri

R
e
c
h
t
s
s
t
a
a
t
a
n
d

m

e
n
s
c
h
li
c
h
e

W

u
r
d
e
,
F
r
a
n
k
f
u
r
t
a
m

M

a
i
n

1
9
6
8
;
E
tt　
;s
T

B
L
O
C
H
,
N
a
t
u
r
r
e
c
h
t
a
n
d

m
e
n
s
c
h
lic
h
e
W

u
r
d
e
,
F
r
a
n
k
f
u
r
t
a
m

M

a
in

1
9
7
2
に

よ

る
様

々

な

自

然

法

的

評

価

に

か

ん

す

る

議

論

。

(
5

)

様

々

な

理

論

に

つ

い

て

の

考

察

を

提

供

す

る

も

の

と

し

N

'

S
a
m
m

e
l
b
a
n
d

M

e
n
s
c
h
e
n
r
e
c
h
t
e
‐

A
s
p
e
k
t
e
ih
r
e
r

B
e
g
r
u
n
d
u
n
g

a
n
d

V
e
r
w
ir
k
u
n
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(
H
r
s
gq
.:
J
o
h
a
n
n
e
s

S
c
h
w
a
r
t
la
n
d
e
r
)
,
T
u
b
in
gq
e
n

1
9
7
$
;
な

お

参

照

、

T
I-tO
ζ
A
:i

「
L
E
I
¥
P
R
-
C
r
E
R
S
T
E
R
,
A

llgq
e
m
e
in
e

S
t
a
a
t
s
le
h
r
e
,
B
e
r
lin
/

H
e
id
e
l
b
e
r
g
/

N
e
w

Y
o
r
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1
9
8
0
,
S
.
6
0
f
f
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n
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F
r
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n
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t
a
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M

a
i
n

1
9
°。
ρ

oD
°
旨

。゚
h
h
)

は

、

こ

の

特

別

に

ス

イ

ス

的

な

基

本

権

理

解

が

、

長

い

間

、

外

国

人

へ

の

基

本

権

保

障

の

拡

大

に
向

か

う

途

上

に

あ

る

重

大

な

障

碍

で

あ

っ
た

こ

と

を

指

摘

し

て

い
る

。

(
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)

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

外

の

文

化

〔圏

〕

の

人

権

理

解

に

つ

い

て

洞

察

す

る

も
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と

し

て

、

>
r
>
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.
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a
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a
°
○

.
(
A
n
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5
)
,
z
°
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°
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l
O
f
f
,
9
1
f

(
と

く

に

基

本

権

と

関

連

が

あ

る

)

§

匹
鱒
。。
O
零

(
13

)

わ

が

国

に

お

け

る
、

人

の

「
性

質

」

(
《
Z
讐

霞

》
)
と

そ

の
要

求

に

か

ん

す

る

全

く

欠

如

し

た

知

識

は

、

た

と

え

ば

、

最

も

本

質

的

な

人

間

的

要

求

、

と

く

に

そ

の
重

要

性

に

か

ん

す

る

理

論

が

種

々

雑

多

で
あ

る

こ

と

の
中

に
反

映

し

て

い

る

。

た

と

え

ば

、

見

よ

、

〉
男

と

剛〉
と

〉
°
ζ

〉
°。
r
o
多

P
s
y
c
h
o
lo
g
ie
d
e
s
S
e
in
s
,
M

u
n
c
h
e
n

1
9
7
3
,
z
.
B
.
S
.
1
5
3
f
f
,
iib
た

、

E
R
IC
II
F
R
O
M
M
,
W

e
gq
e
a
u
s
e
i
n
e
r
k
r
a
n
k
e
n

G
e
s
e
ll
s
c
h
a
f
t
,
E
i
n
e

s
o
z
ia
l
p
s
y
c
h
o
lo
gq
is
c
h
e

U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
gq
し

o
°
iib
e
r
a
r
b
e
it
e
t
e

A
u
f
la
g
e
,
F
r
a
n
k
f
u
r
t
a
m

M

a
i
n

1
9
8
1
,
S
.
3
6
f
f
;
H

.g
B
E
R
L
E
,
a
.
a
.
ρ

(
A
n
m

.
1
0
)

は

、

人

間

の
尊

厳

も

そ

の

中

に

位

置

し

て

い

る

文

化

〔論

〕

的

文

脈

に

言

及

し

て

い

る

。

(
14

)

開

か

れ

た

社

会

の

概

念

に
か

ん

す

る

基

本

的

な

も

の

と

し

て

、

K
A
R
L
P
O
P
P
E
R
,
D
ie

o
f
fe
n
e

G
e
s
e
lls
c
h
a
f
t
a
n
d

i
h
r
e

F
e
i
n
d
e
,
2

B
a
n
d
e
,

B
e
r
n

1
9
5
7
;
開

か

れ

た

社

会

お

よ

び

閉

じ

ら

れ

た

社

会

に

つ

い

て

の

様

々

な

潮

流

を

解

説

す

る

も

の

と

し

て

、

R
IC
H
A
R
D

B
.a
U
M
L
IN
,

L
e
b
e
n
d
ig
e
o
d
e
r

g
e
b
a
n
d
i
g
t
e
D
e
m

o
k
r
a
t
ie
,
B
a
s
e
l
1
9
7
8
,
v
.
a
.
S
.
4
2
f
f
.

(
15

)

こ
れ

に

か

ん

す

る

、

ま

た

以

下

の

事

項

に

か

ん

す

る

基

本

的

な

も

の

と

し

て
、

K
O
N
R
A
D

H
E
S
S
E
,
G
r
u
n
d
z
ii
g
e
d
e
s
V
e
r
fa
s
s
u
n
gq
s
r
e
c
h
t
s

d
e
r
B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
ik

D
e
u
t
s
c
h
la
n
d
,
1
2
,
n
e
u
b
e
a
r
b
e
it
e
t
e
A
u
f
la
g
e
,
H
e
id
e
r
b
e
r
g
/

K
a
r
l
s
r
u
h
e
1
9
8
0
,
S
.
1
2
1
f
f
.

(
16

)

P
r
a
a
m

b
e
l
d
e
r
B
ill
o
f
R
i
g
h
t
s
v
o
n

V
ir
g
in
i
a
v
o
m

1
2
.
J
u
li
1
7
7
6
°

(
17

)

B
G
E

1
0
3

I
a
5
0
5
f
f
は

次

の

よ

う

に
判

示

す

る

。

「
近

時

の

連

邦

裁

判

所

の

判

例

に

よ

れ

ば

、

信

義

誠

実

の

原

則

は

、

私

法

だ

け

で

な

く

、

公

法

お

よ

び

と

り

わ

け

行

政

法

〔
の

分

野

〕

に

も

妥

当

す

る

。

信

義

誠

実

の

原

則

は

、

…

…

市

民

と

行

政

と

の

法

的

関

係

(
R
e
c
h
t
s
v
e
r
k
e
h
r
)

は

相

互

の

信

頼

に

よ

っ

て
支

え

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

ま

た

当

然

の

(
b
e
r
e
c
h
t
i
g
t
)

信

頼

は

保

障

に
値

す

る

、

と

い

う

限

り

で

意

味

を

も

つ
。

信

義

誠

実

の

原

則

が

官

庁

の

信

義

に

逆

ら

う

関

係

を

禁

じ

、

か

つ
市

民

へ
の

当

然

の
信

頼

の

保

障

を

擁

護

し

て

い

る

も

の

で

あ

る

以

上

、

右

の
原

則

は

、

連

邦

憲

法

四

条

か

ら
導

か

れ

、

ま

た

基

本

権

的

性

格

を

有

す

る

の

N

あ

K
a
J

(
5
.
5
0
8
)
°

〔
,F

は

'
)

Z
B
J
V

1
9
7
9
,
S
.
1
4
7
f
f

(
6

見

解

〕

に

は

同

意

で

き

る

が

、

次

の
文

献

の

憲

法

的

信

義

原

則

〔
に

か

ん

す

る

理

解

〕

に

は

批

判

的



で

あ

る

H
,a
Z
s
H
u
s
E
押

V
e
r
t
r
a
u
e
n
s
c
h
u
t
z
‐

E
i
n

V
e
r
gq
e
ic
h

z
w
is
c
h
e
n

R
e
c
h
t
a
n
d
R
e
c
h
t
s
p
r
e
c
h
u
n
g

i
n

d
e
r
B
u
n
d
e
s
r
e
p
b
l
ik

a
n
d

in
d
e
r
S
c
h
w
e
iz
,
i
n
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
r
e
c
h
t
z
w
is
c
h
e
n
F
r
e
ih
e
it
,
T
e
i
lh
a
b
e
a
n
d
B
i
n
d
u
n
g
,
F
e
s
t
g
a
b
e
a
u
s
A
n
la
s
s
d
e
s
2
5
j
a
h
r
ig
e
n

B
e
s
t
e
h
e
n
s
d
e
s
B
u
n
d
e
s
v
e
r
w
a
lt
u
n
g
s
g
e
r
ic
h
t
s
°
M

u
n
c
h
e
n

1
9
7
8
,
S
.
3
1
3
f
f
,
と

く

に

3
1
9
f
f
.

(
18

)

=
>
z
。。
]≦
男

N
.
ロロ
Φ
ヨ

零

国
o
ヨ
ヨ

o
暮

p。
『
N
ニ
ョ

ω
o
ゴ
≦
虫
N
霞

圃。。
o
げ
Φ
ロ

N
貯

旨

Φ
o
算

・
bd
蝉
⇒
ユ

一
・
ド

〉
σ
8

=
二
昌
αq
噂
〉
寡

.
2
,
S
.
2
1
3
f
f
;
さ

ら

に
見

よ

、

E
R
N
S
T

Z
E
L
L
E
R
,
T
r
e
u

a
n
d

G
la
u
b
e
n

a
n
d

R
e
c
h
t
s
m

is
s
b
r
a
u
c
h
v
e
r
b
o
t
,
Z
u
r
i
c
h

1
9
8
1
°

(
19

)

こ

う

し

た

文

脈

に

つ

い

N

は

'

N
rh
L
:a
s

L
u
g-tM
a
u
z

(
V
e
r
t
r
a
u
e
n
,
E
in

M

e
c
h
a
n
is
m
u
s
d
e
r
R
e
d
u
k
t
io
n

s
o
z
ia
l
e
r

K
o
m

p
le
x
it
a
t
,
2
.

e
r
w
e
it
e
r
t
e

A
u
f
la
g
e
,
S
t
u
t
t
g
a
r
t
1
9
7
3
)

が

適

切

に

認

識

し

て

い

る

。

彼

は

、

法

秩

序

全

体

が

信

頼

保

護

に

よ

っ
て

支

担

さ

れ

て

い

る

と

す

る
。

し

か
し
、

彼

は
、
右

の
ゆ
え

に
今

な
お

信
義

お

よ
び
誠

実

は
特

別

の

・
主
観

的

に
妥
当

す

る
法
原

則

で

は
な

い

ー

そ
う

で

な
け
れ

ば
法

秩
序

は
弛
緩

し

て
し

ま

う
か

ら

ー

と

い
う
、
私

の
見

解

か
ら

す
れ

ば
誤

っ
た
結

論

を
導

い

て
い
る

(ω
゜
36
f
)°

(
20
)

こ
れ

に
か

ん
し

て
は
、

た
と

え
ば

、
次

の

こ
と
が
留

意

さ
れ

る

べ
き

で
あ

る
。
1

憲

法

上

の
権

利
と

し

て

の
信
義

お

よ

び
誠
実

〔の
原
理

〕

は
、

私
法

上

の
信

頼
保

護

と
同

置
さ

れ
ず

、

さ
も

な

い
と
、

私
法

秩
序

の
広
範

な
部

分

が
憲
法

序
列

(V
e
rfa
s
s
u
n
g
r
a
n
g
)

を
与

え
ら
れ
、

ま

た
、
憲

法

裁
判

官

に
、

す

べ
て

の
私

法

上

の
争

訟

に

つ
い

て
の
最
終

審
級

と

し

て
の
審
判

を
、

信
義

お
よ

び
誠

実

と

の
関
連

で
委

ね

て
し
ま

う

こ

と

に
な

る
、
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

信
義

誠
実

の
原

則

の
も

つ
憲
法

上

の
射

程
距
離

に

つ
い
て

の
評

価
は
、

な

お
未

解

決

の
ま

ま

で
あ
る
。

そ

の

最
初

の
試

み
を

し

た
も

の
と

し

て
、

K
A
T
H
A
R
IN
A
S
A
M
EL
I,
T
r
eu
a
n
d
G
la
u
b
e
n
im

o
ffen
tlic
h
e
n
R
e
ch
t
,
Z
S
R

19
7
7
II
,
S
.
3
06
f,
3
8
6ff;

さ

ら

に
参

照
'

Z
B
J
V

1
97
9
,
S
.
14
7
ff
(z
u
B
G
E
1
03
Ia
5
0
5
ff)°

(
21
)

寛

容

の
d=
d
F

(T
o
le
ra
n
z
gq
eb
o
t)

に
か

ん
す

る
基
本

文
献

と

し

N
'
G
C2
T
ER
P
t1T
T
n
ER
,
T
o
ler
a
n
z
a
ls
V
e
r
fa
ss
u
n
gq
s
p
r
in
z
ip
,
B
e
rlin

1
9
7
7
.

(
22

)

こ

の

よ

う

な

観

点

を

き

わ

立

た

せ

、

か

つ
細

分

化

(
d
if
f
e
r
e
n
z
ie
r
e
n
)

し

た

も

の

と

し

N
、

D
[E
T
E
R
S
U
H
R
,
E
n
t
f
a
lt
u
n
gq
d
e
s
M

e
n
s
c
h
e
n

d
u
r
c
h

d
ie

M

e
n
s
c
h
e
n
,
B
e
r
li
n

1
9
7
6
,
in
s
b
°
oQ
.
6
5
f
f
;
S
U
H
R

は

、

正

当

に

も

、

人

間

的

発

展

が

す

で

に

出

発

点

に

お

い

て

相

互

作

用

(
I
n
t
e
r
a
k
t
io
n
)

と

し

て

理

解

さ

れ

る

べ
き

も

の

で

あ

る

こ
と

を

強

調

し

て

い

る

(
ω
.
8
5
)
°

こ

れ

に

つ

い

て

は

、

さ

ら

に

見

よ

、

H

A
B
E
R
L
E
,
a
.
a
.
O

(
A
n
m

.
1
0
)
,
S
°
3
9
9
,
4
0
3
a
n
d

4
1
2
f
f
;
H
.a
B
E
R
L
E

に

よ

れ

ば

、

「
人

間

の

尊

厳

に

お

け
る
国

家

の
-G
類
学

的

(a
n
th
r
o
p
o
lo
g
is
ch
)
根

拠

は
、

こ
う

し

た
人

間
を

そ

の
完

全

な

社
会

的

な

-

存
在

に
お

い

て
捉
え

る

こ

と

を

要

求

す

る

。

そ

れ

に

は

、

連

帯

へ
の

最

小

限

(
ζ

ぎ

匹
Φ
。゚
け
ヨ

霧

s
a
n

S
o
ld
a
r
it
a
t
)

が

属

し

N

;
る

..

..

..
J

C
S
°
4
1
4
)
°

ヨ

ル

ク

・
パ

ウ

ル

:

・・
ユ
ラ

i

『
ス

イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
一
)

九

一

(
27

)



九

二

(
28

)

P
ET
E
R
S
A
L
A
D
IN
は

、

こ

の
文
脈

に
、
「
責

任
」

(V
e
ra
n
tw
o
r
tu
n
g
)

と

い
う
概

念

を
あ

て

は
め

て
い

る
。

見

'-6'

G
r・u
n
d
r
ec
h
t
sr
efo
r
m

(A
n
m
.
10
)
,
S
.
8
4
1ff
,
8
6
1f
f°

(
23
)

基
本

権
を

こ
の

よ
う

に
理

解

し
た

場

合
、

基

本

権

は
、

基

本

義

務

に
よ

る

補
完

を

必

要

と
し

な

い

の

で
あ

っ
て
、

そ

れ

は

す

で
に
、

保

障

(G
ew
a
h
r
leis
tu
n
g
)

6
中

に
内

包

(m
ite
n
h
a
lte
n
)

さ

れ

て

い
る
の

で
あ

る
。

し

か
し

な
が

ら
、

強
調

さ

れ
な

け
れ

ば

な

ら
な

い
の
は

次

の

点

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

、
右

の

こ
と
ゆ

え

に
、

い
か

な
る
場

合

に
も

、
基

本

権
行

使

の
制

約

(B
in
d
u
n
g
)
は

共
通

感
覚

(Ω
①ヨ
①
一づ
ω
言
昌
)

と

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ノ
ス

テ

ム

結

合

さ
れ

う

る
と

い
う

こ
と

は

な
く
、

そ
う

で
な

い
が

た
め

に
、

結
果

と

し

て
、
国

家

に
対
す

る

(N
農
)
自

由

だ
け

が

-

全

体

主
義

制
度

の

特

徴

で
あ

る
と

こ
ろ

の
国
家

に
よ

る

(v
o
n
)
臼
由

も
、

で
は
な
く

1

可
能

と

な

る
。

こ
れ
を
指

摘
す

る
も

の
と

し

N
、

B
.g
C
M
L
[n',
a
.
a
°
○
°

(
A
n
m

.
1
4
)
,
S
°
一
〇
Gの
h

しロ
ン
¢
7
F
国
Z

と

1?

様

に

'

S
a
L
.a
D
tZ

(
G
r
u
n
d
r
e
c
h
t
s
r
e
f
o
r
m

‐

A
n
m

.
1
0
‐

,
S
.
8
6
3

m
it
A

n
m

°
◎◎
トっ
)

も

、

当

該

理

論

の

限

界

付

け

の

必

要

性

を

強

調

し

て

い

る

。

(
24

)

今

口

さ

ま

ざ

ま

に

主

張

さ

れ

て

い

る

基

本

権

理

論

に

か

ん

す

る

優

れ

た

概

観

を

提

示

し

て

い

る

も

の

と

し

N

、

E
R
N
S
T
-
W

O
L
F
G
:a
¥
'G

B
l"1C
Ii
E
N
F
(")R
D
F.,
G
r・u
n
d
r
e
c
h
t
s
t
h
e
o
r
i
e
n

a
n
d

G
r
u
n
d
r
e
c
h
t
s
in
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
n
,
N
J
W

1
9
7
4
,
S
°
1
5
2
9
f
f
,
お

a
-6
び

D
i
e

M

e
t
h
o
d
e
n

d
e
r

V
e
r
fa
s
s
u
n
g
s
in
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
n

‐

B
e
s
t
a
n
d
e
s
a
u
f
n
a
h
m

e
n

a
n
d

K
r
it
i
k
,
N
J
W

1
9
7
6
,
S
°
2
0
5
9
f
f
;
さ

ら

に

見

よ

、

O
国
O
カ
O

】≦

こ
[
r
男

-

P
r
iv
a
t
e
ig
e
n
t
u
m

h
e
u
t
e
,
Z
S
R

1
9
8
1
,
II

,
S
.
2
2
f
f
,
お

よ

び

∪
〉
∠
自
r

↓
幻
>
O
=
°。
国
r

¢
げ
Φ
『

巳
㊦

]≦
α
屯

8
ゴ
犀
9
け
の
ロ

冒

ω
島
p。
已
嘆

い
①
δ
ε

づ
σq
o。
-

f
o
r
d
e
r
u
n
g
e
n

a
u
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
m

　
s
s
ig
e
n

R
e
c
h
t
e
n
d
e
r
B
u
n
d
e
s
v
e
r
fa
s
s
u
n
g
,
D
is
s
.
Z
u
r
ic
h

1
9
8
0
,
S
.
1
3
f
f
.

(
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)

連

邦

裁

判

所

は

、

繰

り

返

し

、

と

り

わ

け

塞

本

権

を

根

拠

と

す

る

給

付

請

求

の

問

題

と

の

関

連

で

、

基

本

権

は

純

粋

に

防

禦

的

な

内

容

を

〔
も

つ
も

の

で

あ

る

こ

と

を

〕

表

明

し

て

い

る

。

参

照

、

多

数

の
事

例

を

代

表

さ

せ

て

ロσ
Ω
国

一
〇
こη
冨

G。
こ。
刈
に

よ

れ

ば

、

「
い

か

な

る

所

有

権

者

も

、

国

家

の

侵

害

か

ら

市

民

を

そ

の

権

利

領

域

(
R
e
c
h
t
s
s
p
h
　
r
e
)

に

お

い

て
保

護

し

て

い

る

と

こ

ろ

の

'

存

1=
i保

障

(B
e
s
t
a
n
d
e
s
g
a
r
a
n
t
ie
)

お

よ

び

自

由

権

と

し

て

の

所

有

権

保

障

を

根

拠

に

し

て

、

国

家

の

給

付

を

求

め

る

請

求

権

を

抽

き

出

す

こ

と

は

で

き

な

い
。

連

邦

裁

判

所

判

例

に

つ

い

て

は

、

さ

ら

に
見

よ

'

M

A
S
T
R
U
N
A
R
D
I,
a
.
a
.
O
.
(
A
n
m

.
1
0
)
,
S
.
8
5
f
f
.
よ

り

詳

細

な

叙

述

は

、

GQ
'
Φ
自

h
°
の

終

り

の
方

に

あ

る

。

(
26

)

ま

さ

に
、

ド

イ

ツ

立

憲

主

義

に

お

け

る

法

律

の

留

保

の

理

解

は

、

国

家

は
定

め

ら

れ

た

大

き

さ

の
も

の
と

考

え

ら

れ

て

い

る

と

い

う

こ

と

、

つ

ま

り

、

自

由

と

財

産

権

の

侵

害

だ

け

が

法

律

の

根

拠

を

必

要

と

し

、

そ

の

他

に

つ

い

て

は

、

国

家

は

自

ら

行

動

す

る

こ

と

が

で

き

る

と

い

う

こ

と

を

確

証

し

て

い

る

。

こ

れ

に

か

ん

し

N

om

'

見

'-6
'

R
IC
H
A
R
D

B
.a
t'7
tL
l
n
,
D
e
r
s
c
h
w
e
iz
e
r
is
c
h
e
R
e
c
h
t
s
s
t
a
a
t
s
g
e
d
a
n
k
e
,
Z
B
J
V

1
9
6
5
,
S
.

8
1
f
f
;
B
.4
li
ま

L
I
z

は

、

国

家

は

定

め

ら

れ

た

(
く
o
「
σq
e
b
e
n
)

も

の

で

な

く

課

せ

ら

れ

た

(餌
仁
h
σq
①
σ
露

)

も

の

で

あ

る

と

の

、

ス

イ

ス

の
伝

統

に



適

合

し

た

理

解

を

強

調

し

て

い

る

。

(
27

)

基

本

的

な

も

の

と

し

N

'

C
A
R
L
S
C
I　IV
II
T
T
,
V
e
i,fa
s
s
u
n
gq
s
le
h
r
e
,
5
.
A
u
f
l
a
gq
e
,
B
e
r
lin

1
9
7
0
,
S
.
1
2
G
f
.
同

書

は
、

こ

う

し

た

・
市

民

に

益

す

る

自

由

の

推

量

が

法

治

国

家

の

核

心

で
あ

る

こ

と

を

認

め

た

も

の

で

あ

る

。

法

治

国

家

概

念

に

つ

い

て

は

、

多

く

の

も

の

の

代

表

と

し

N
、

M

E
H
D
]
T
O
I
IID
IP
U
R

(
H

r
s
g
.
)
,
D
e
r
b
u
r
g
e
r
li
c
h
e
R
e
c
h
t
s
s
t
a
a
t
,
2
B
a
n
d
e
,

F
r
a
n
k
f
u
r
t
a
m

M

a
in

1
9
7
8
.

(
°

)

S
A
L
A
D
IN
,
G
r
u
n
d
r
e
c
h
t
e
(
A
n
m

.
6
)
,
S
.
2
9
2
f
f
;
P
E
T
E
R
H

.4
B
E
R
L
E
,
D
ie
W

e
s
e
n
s
g
e
h
a
lt
s
g
a
r
a
n
t
ie
d
e
s
A
r
t
.
1
9
A
b
s
.
2
G
G
,
2
.
A

u
f
-

la
g
e
,
K
a
r
ls
r
u
h
e

1
9
7
2
;
次

の

も

の
も

見

よ

、

T
R
A
C
H
s
E
L
,
a
°
a
.
O
.
(
A
n
m

.
2
4
)
,
S
.
7
4
ff
,
お

よ

び

工
臼

7
自

↓

≦

F
r
爵

゜
oっ
δ

5
ユ

ロ
巳

区
ユ
け
涛

d
e
r
n
e
u
e
r
e
n

G
r
u
n
d
r
e
c
h
t
s
t
h
e
o
r
ie
,
B
e
r
lin

1
9
7
5
,
S
.
l
l
l
f
f
.

(
29

)

こ

の

意

味

を

も

つ

も

の

と

し

て

、

た

と

え

ば

、

全

面

改

正

連

邦

憲

法

の

た

め

の

準

備

草

案

第

二

四

条

(
付

録

を

見

よ

)
。

C
°

)

T
R
IE
B
炉

a
.
a
°
○
.
(
A
n
m

.
3
)
,
S
.
8
9
4
f
f
,
と

く

に

8
9
6
f
f
は

、

そ

の

時

々

の
多

数

者

に
対

し

て

も

も

つ
と

こ

ろ

の

基

本

権

の

防

禦

的

内

容

の

放

棄

不

可

能

性

(
C
轟

亀

σq
e
b
b
a
r
k
e
it
)

を

強

調

し

て

い

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

彼

は

、

塞

本

権

を

、

民

主

主

義

に

対

す

る

.
一
律

背

反

的

な

反

対

の

立

脚

点

(
a
n
t
in
o
m
i
s
c
h
e
G
e
g
e
n
p
o
s
it
i
o
n
)

に

お

い

て

一
面

的

に

位

置

づ

け

る

こ

と

を

回

避

し

て

い

る

。

こ

れ

に

つ

い

て

は

、

」
o
°。
胃

I
S
E
V
S
G
G
,
G
r
u
n
d
r
e
c
h
t
e
a
n
d

D
e
m
o
k
r
a
t
ie
,
in
:
D
e
r
S
t
a
a
t
1
9
8
1
,
S
.
1
6
1
f
f
°
も

参

照

せ

よ

。

(
31

)

純

粋

に

否

定

的

な

基

本

権

理

解

は

、

今

日

の
法

治

国

家

・
社

会

国

家

お

よ

び

給

付

国

家

の

現

実

を

も

は

や

正

当

と

は

し

な

い

も

の

で
あ

る

と

こ

ろ

の

、

国

家

と

社

会

の

厳

格

な

二

元

霊

義

の

観

念

に

も

と

つ

い

て

い

る

。

こ

れ

に

つ

い

て

は

、

次

の

も

の

を

見

よ

国
即
z
S
T
-
W

O
L
F
G
A
N
G

B
　}C
K
E
N
F
f　
R
D
E
,
D
i
e
V
e
r
fa
s
s
u
n
g
s
t
h
e
o
r
e
t
is
c
h
e

U
n
t
e
r
s
c
h
e
id
u
n
g

v
o
n

S
t
a
a
t
a
n
d

G
e
s
e
lls
c
h
a
f
t
a
l
s

B
e
d
i
n
g
u
n
g
d
e
r
in
d
iv
i
d
u
e
l
-

l
e
n

F
r
e
ih
e
i
t
,
O
p
la
d
e
n

1
9
7
3
お

-'-6
び

論

文

集

≪
S
t
a
a
t
a
n
d

G
e
s
e
lls
c
h
a
f
t
≫

(
H
r
s
g
.:
B
o
c
k
e
n
f
o
r
d
e
,
D
a
r
m

s
t
a
d
t
1
9
7
6
)
;
さ

ら

に

、

T
R
A
C
H
S
E
L
,
a
.
a
.
O
.
(
A
n
m

°
2
4
)
,
S
°
3
3
f
f
.

(
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基

本

権

に

か

ん

す

る

こ

う

し

た

理

解

は

、

一
個

の

古

い

伝

統

を

も

っ
て

い

る

。

基

本

権

は

、

始

原

的

に
国

家

に

対

し

て

の

み

方

向

づ

け

ら

れ

た

も

の

で

は

な

く

、

ま

さ

に

国

家

の

正

統

性

根

拠

(
L
e
g
i
t
im

it
a
t
s
g
r
u
n
d
la
gq
Φ
)

に

対

し

て

も

方

向

づ

け

ら

れ

て

い

る

。

基

本

権

の
国

家

形

成

的

効

力

は

、

国

家

日

的

は

そ

の

尊

厳

を

有

す

る

人

間

に

向

け

ら

れ

た

も

の

と

理

解

さ

れ

る

と

い

う

点

に
現

わ

れ

て

い

る

。

ま

ず

、

一
八

世

紀

の

終

り

近
く
、

ま
た
と
り
わ
け

一
九
世
紀
に
、
個
人
主
義
的
思
考

の
優
越

1

そ
の
時
代

に
無
理
矢
理
に
セ
張
さ
れ
た
経
済
的
自
由
主
義
の
結
果

で
あ

る

こ
と

は

い
う
ま

で
も

な

い
が

は
、

国

家

の
侵

害

か
ら

の
防
護

を
求

め

る
と

こ
ろ
に
基

本
権

を

限
定

し

て

し
ま

う

も

の
で
あ

っ
た
。

詳
細

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

:

ミ

ュ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

」

(
一
)

九

三

(
29
)
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界
内

で
な

ら
、

自

己

の
も

つ

一
般
的

な

民

主
主

義
的

正

統
性

(
e
Φ
σq
itim
a
tio
n
)

よ

り
も

一
層
広

範

な

正
統

性
を

そ
れ

に
か

ん
し

て
要
求

さ

れ

る

こ
と
な

し

に
、
自

由

に
決
定

す

る

の

で
な

け
れ

ば
な

ら

な
い
。

こ
う

し
た

法
律

創
出
的

な

形
成

的
・　
題

(g
es
etzg
e
b
er
isc
h
e
G
e
st
a
ltu
n
g
s
-

a
u
fg
a
b
e)

は
、
基

本
権
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